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推薦選考（一般公募制）
選考日程・選考内容について

インターネット
出 願 期 間 10月17日㈭～10月25日㈮

選 考 日 11月 7 日㈭（体育学部スポーツ医科学科）
11月 ８ 日㈮（体育学部を除く学部）

合格発表日 11月15日㈮

入学手続日 1 次手続締切日：11月29日㈮
2次手続完了日： 3月 2日㈪� 郵送消印有効

学 部 選考内容・配点・時間

政 経 学 部
小論文（600字程度）� 100点／60分
面　接� Ａ・Ｂ・Ｃの段階評価
書類審査

体 育 学 部
（スポーツ医科学科）

小論文（600字程度）� 100点／60分
面　接� 100点　　　

理 工 学 部
小論文（600～８00字）� 100点／60分
口頭試問� 100点　　　
書類審査� 100点　　　

法 学 部
小論文（読解力・基礎知識を含む）（８00字程度）� 100点／70分
面　接� 100点　　　
書類審査

文 学 部
小論文（600～８00字）� 100点／60分
面　接� 100点　　　
書類審査

21世紀
アジア学部

小論文（600字）� 100点／60分
面　接� 100点　　　
書類審査

経 営 学 部
小論文（600字程度）� 100点／60分
面　接� 100点　　　
書類審査� 50点 　　　

ＡＯ入学試験
試験日程・選抜内容について

インターネット
出 願 期 間

（学部：全学部）
Ⅰ期： 9月 2日㈪～ 9月 9日㈪
（学部：政経、理工、文、21世紀アジア）
Ⅱ期： 1月 7日㈫～ 1月1４日㈫
（学部：政経、21世紀アジア）
Ⅲ期： 2月17日㈪～ 2月21日㈮

試 験 日
Ⅰ期： 9月25日㈬
Ⅱ期： 1月31日㈮
Ⅲ期： 3月 1日㈰

合格発表日
Ⅰ期：10月 1 日㈫
Ⅱ期： 2月1４日㈮
Ⅲ期： 3月11日㈬

入学手続日

Ⅰ期： 1次手続締切日：10月16日㈬
　　　 2次手続完了日： 3月 2日㈪� 郵送消印有効
Ⅱ期： 1次手続締切日： 2月21日㈮
　　　 2次手続完了日： 3月 3日㈫� 郵送消印有効
Ⅲ期：一括手続完了日： 3月17日㈫� 郵送消印有効

選 抜 内 容

小論文� 100点／60分
法学部は読解力・基礎知識を含む� 150点／８0分
面　　接（政経学部・理工学部は口頭試問）� 100点
書類審査　�100点（政経学部・スポーツ医科学科を除く

体育学部・経営学部は150点、法学部は50点）

◆http://www.kokushikan.ac.jp

※詳しくは、「令和２年度（2020年度）入
学試験要項」で必ずご確認ください。

令和２年度
（２０２０年度） 入学試験要項概要

▲大学案内２０２０を配布中です。
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潮
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催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
【
５
面
】

▼
準
硬
式
野
球
部
６
季
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝

��
�
�
�
�
�
�
�
�
【
６
面
】

今号の
紙　面

在
学
生
の
皆
さ
ん
へ

　
本
学
で
は
被
災
世
帯
の
在
学
生
に
対
し
、

次
の
と
お
り
経
済
的
支
援
措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
学
費
の
減
免

　
内
閣
府
の
災
害
救
助
法
適
用
地
域
世
帯
の

学
生
に
対
し
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
授
業
料

の
半
額
を
免
除
し
ま
す
。

■
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
緊
急
採
用

申
請
受
付

　
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
申
請
手
続

き
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

学
生
・
厚
生
課

世
田
谷
：
０
３
（
５
４
５
１
）
８
１
１
４

町
田
：
０
４
２
（
７
３
６
）
２
３
１
６

多
摩
：
０
４
２
（
３
３
９
）
７
２
２
５

被
災
受
験
生
の
方
へ

　
令
和
２
年
度
入
学
試
験
に
お
い
て
、
内
閣

府
の
災
害
救
助
法
適
用
地
域
出
身
受
験
者
を

対
象
に
入
学
検
定
料
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

該
当
者
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

入
試
部
：
０
３
（
５
４
５
１
）
３
２
１
１

　
今
年
度
も
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
安
全
と
被
災

地
の
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

災害による本学の支援措置について 学園閉鎖のお知らせ
　
本
学
防
災
・
救
急
救
助
総

合
研
究
所
が
４
月
よ
り
開
始

し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
「
実
体
験
が
成
長
に
。

被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経

て
社
会
を
支
え
る
人
材
を
」

は
、
５
月
31
日
を
も
っ
て
寄

付
の
受
付
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
皆
様
か
ら
の
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
支
援
の
お
陰
で
、

目
標
金
額
を
大
き
く
上
回

り
、
達
成
・
成
立
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

厚
情
に
対
し
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

「
学
生
の
社
会
貢
献
意
識
向

上
と
い
う
教
育
的
観
点
」
と

「
被
災
地
支
援
に
向
け
た
復

興
の
観
点
」
を
軸
に
、
学
生

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
目
標
金
額
　
２
４
０
万
円

●
寄
付
総
額
　
３
１
２
万
円

●
寄
付
者
数
　
１
２
９
人

災
害
支
援
活
動
へ
の
寄
付
御
礼

�

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
終
了

違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
十
分
な
準
備
を
し
て
就

職
活
動
に
臨
む
よ
う
に
呼
び

か
け
て
い
る
。

ン
チ
体
験
の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
見
学
も
行
わ
れ
た
。

　
今
後
は
地
方
会
場
と
し
て

９
月
22
日
に
水
戸
市
、
同
29

日
に
神
戸
市
で
開
催
す
る
。

倍
率
１
・
88
倍
（
２
０
１
９

年
３
月
卒
業
生
）
と
「
売
り

手
市
場
」
で
、
就
職
希
望
者

に
と
っ
て
追
い
風
だ
が
、
業

種
や
従
業
員
規
模
、
地
域
に

よ
っ
て
求
人
倍
率
に
大
き
な

す
る
学
生
に
対
し
て
は
、
早

期
か
ら
の
筆
記
試
験
対
策
の

必
要
性
に
触
れ
る
と
と
も
に

「
経
営
感
覚
に
優
れ
た
人
材

を
求
め
る
行
政
に
は
、
防
災

士
資
格
、パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
、

財
務
諸
表
を
読
む
力
を
身
に

付
け
た
か
ど
う
か
が
志
望
動

機
の
裏
付
け
に
な
る
」
と
述

べ
た
。
最
後
に
「
在
学
中
に

何
を
し
た
か
で
は
な
く
ど
う

自
己
成
長
し
た
か
を
語
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
大

き
な
強
み
に
つ
な
が
る
」
と

伝
え
た
。

　
そ
の
後
、
父
母
ら
は
学
科

ご
と
に
分
か
れ
て
、
学
科
説

明
会
、
個
別
面
談
に
参
加
し

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
ラ

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

６
月
８
日
に
町
田
・
多
摩
で

同
９
日
に
世
田
谷
の
各
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
両
日

合
わ
せ
て
約
２
７
０
０
人
の

高
校
生
ら
が
本
学
を
訪
れ
た
。

　
当
日
は
入
試
概
要
説
明
の

フ
ェ
」
が
実
施
さ
れ
、
来
場

者
は
学
生
生
活
や
ク
ラ
ブ
活

動
つ
い
て
本
学
女
子
学
生
と

の
会
話
を
楽
し
ん
だ
＝
写
真
。

　
参
加
し
た
高
校
生
は
「
女

子
カ
フ
ェ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
話
が
で
き
て
満
足
し
た
」

「
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
こ
と

で
大
学
の
雰
囲
気
を
知
る
こ

ほ
か
学
部
学
科
紹
介
、
個
別

相
談
、
模
擬
授
業
、
在
学
生

が
施
設
を
案
内
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
た
。

　
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
女

子
限
定
イ
ベ
ン
ト
「
女
子
カ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

を
話
し
た
。

　
次
回
は
７
月
28
日
に
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
体
育
学
部

を
除
く
６
学
部
を
対
象
に
開

催
予
定
。
時
間
は
午
前
11
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
事
前

申
込
不
要
で
入
退
場
は
自

由
。

令
和
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

高校生ら2700人来訪

　
本
学
は
法
律
に
基
づ
く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

一
環
と
し
て
次
の
期
間
中
、学
園
を
閉
鎖
し
ま
す
。

こ
の
間
に
管
理
者
・
許
可
者
以
外
は
入
構
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
閉
鎖
期
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

令
和
元
年
８
月
13
日
～
８
月
20
日

■
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

令
和
元
年
８
月
11
日
～
８
月
17
日

■
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

令
和
元
年
８
月
17
日
～
８
月
20
日

詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
あ
る
い

は
教
務
課
（
父

母
懇
談
会
担

当
）
電
話
：
０

３（
５
４
８
１
）

３
２
０
３

【父母懇談会についてお問い合わせ】

輩
の
体
験
談
だ
け
に
頼
ら
ず

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ

ー
で
最
新
の
情
報
を
得
る
よ

う
促
し
た
。
行
政
職
を
希
望

希
望
者
が
多
い
体
育
学
部
生

と
法
学
部
生
の
割
合
が
高
か

っ
た
。
ま
た
公
立
教
員
を
含

む
「
教
育
・
学
習
支
援
業
」

で
は
、
教
員
養
成
課
程
を
設

け
る
体
育
学
部
と
文
学
部
に

多
か
っ
た
。

　
近
年
の
就
職
状
況
は
求
人

体
育
学
部
生
へ
の
期
待
を
力

強
く
語
っ
た
＝
写
真
。

　
村
岡
幸
彦
体
育
学
部
長

は
、
昨
年
60
周
年
を
迎
え
た

体
育
学
部
の
こ
れ
ま
で
の
発

展
を
紹
介
し
「
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
体
育
・
救
急
・
防

災
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
ふ
さ
わ
し
い
活

動
を
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
表
す
と
と
も
に
、
来
年
に

控
え
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。

選
考
の
動
向
、
学
内
で
開
講

す
る
公
務
員
試
験
対
策
講
座

に
つ
い
て
も
説
明
。
動
向
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
先

　
平
成
30
年
度
本
学
学
部
卒

業
生
の
就
職
率
は
96
・
７
％

で
前
年
度
を
０
・
５
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
。「
公
務
」
へ

の
就
職
者
数
が
全
体
の
14
・

５
％
を
占
め
、
警
察
・
消
防

　
体
育
学
部
の
あ
る
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
、
６
月
22
日

に
２
・
３
年
生
の
父
母
を
対

象
に
開
催
し
２
２
２
人
の
父

母
が
来
校
し
た
。

　
教
室
・
管
理
棟
２
０
１
教

室
で
行
わ
れ
た
全
体
会
で

は
、
佐
藤
圭
一
学
長
が
体
育

学
部
の
在
学
生
や
卒
業
生
の

活
躍
に
触
れ
「
ス
ポ
ー
ツ
を

は
じ
め
教
員
や
公
務
員
に
強

い
体
育
学
部
は
、
国
士
舘
の

看
板
で
あ
り
宝
。
国
士
舘
の

た
め
、
日
本
の
た
め
に
輝
き

を
失
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

進
路
な
ど
意
見
交
換

父母懇談会を開催

平成30年度の就職状況

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
の
大
谷
茂
事
務
部
長

は
、
父
母
に
向
け
て
本
学
の

就
職
状
況
や
支
援
体
制
に
つ

　
本
学
は
令
和
２
年
度
入
学

試
験
に
関
す
る
説
明
会
を
５

月
10
日
、
新
宿･

ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で

開
催
し
、１
都
３
県
（
東
京
・

神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
）
の

高
等
学
校
を
中
心
に
、
３
２

７
校
３
４
３
人
の
教
諭
が
来

場
し
た
。

　
第
一
部
の
入
学
試
験
説
明

「
私
た
ち
は
学
生
の
安
全
と

豊
か
な
教
育
環
境
の
提
供
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

本
年
度
は
新
た
に
Ｓ
Ｐ
Ｉ
模

擬
試
験
料
や
防
災
士
受
験
料

の
補
助
を
予
定
す
る
な
ど
、

大
学
が
直
接
支
援
し
に
く
い

も
の
に
引
き
続
き
支
援
を
し

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
事

い
て
説
明
し
た
。
大
谷
事
務

部
長
は
昨
年
度
の
就
職
実
績

を
解
説
し
た
後
、
今
年
の
公

務
員
試
験
お
よ
び
企
業
採
用

災
教
育
」
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
、
今
年
度
か
ら
被
災
地

支
援
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
単
位
認
定
す
る
こ
と

な
ど
を
述
べ
、
ま
た
受
験
者

数
の
推
移
や
就
職
状
況
な
ど

本
学
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

し
た
＝
写
真
。

　
そ
の
後
、
畑
勲
入
試
部
長

が
昨
年
度
の
入
試
実
施
結
果

や
令
和
２
年
度
入
学
試
験
制

度
の
概
要
を
解
説
し
た
。

　
第
二
部
の
個
別
相
談
会
・

教
育
懇
談
会
で
は
、
大
澤
英

雄
理
事
長
が
、「
専
門
分
野

の
学
問
を
修
め
る
だ
け
で
な

く
、
ス
ト
レ
ス
に
強
く
自
己

判
断
で
き
る
能
力
を
身
に
つ

け
た
学
生
を
社
会
に
輩
出
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
部
ご
と
の
相

談
ブ
ー
ス
で
は
、
高
校
教
諭

が
入
試
制
度
や
学
部
の
特
色

な
ど
に
つ
い
て
、
本
学
教
職

員
に
質
問
し
て
い
た
。

会
で
は
、
佐
藤
圭
一
学
長
が

あ
い
さ
つ
で
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
く
教
育
と
し
て
「
防

業
展
望
を
語
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

「
最
新
の
情
報
を
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
単
位
に
認
定

�

入
試
説
明
会
で
ア
ピ
ー
ル

就
職
率
96
・７
％

�

前
年
上
回
る
好
成
績

教
育
後
援
会

山
田
会
長

「きめ細かに支援」

　
国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会

は
６
月
29
日
、
発
足
か
ら
４

回
目
と
な
る
令
和
元
年
度
総

会
を
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ

ー
ル
１
階
大
教
室
で
開
催
し

た
。

　
ま
ず
同
会
の
山
田
愼
吾
会

長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、

全
学
年
の
ご
父
母
が
会
員
と

な
る
完
成
年
度
を
迎
え
た
こ

と
に
伴
い
、
あ
ら
た
め
て
教

育
後
援
会
の
趣
旨
や
活
動
に

つ
い
て
説
明
し
た
＝
写
真
。

　
引
き
続
き
、
名
誉
会
長
の

大
澤
英
雄
理
事
長
と
、
来
賓

と
し
て
佐
藤
圭
一
学
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
学
園
と
教

育
後
援
会
が
一
体
と
な
っ

て
、
学
生
を
支
援
し
て
い
く

旨
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
の
議
事
で
は
、
滞

り
な
く
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
、
総
会
終
了
後
は
、

会
場
を
１
号
館
学
生
食
堂
に

移
し
、
情
報
交
換
会
が
開
か

れ
た
。

教育後援会�節目の総会
全学年の父母が会員に

成
を
目
指
す
。

　
そ
の
ほ
か
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
を
含
む
学
生
支
援
や
地

域
・
社
会
貢
献
活
動
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
よ
り
一
層

の
強
化
を
図
る
。

　
社
会
構
造
が
大
き
く
変
わ

る
中
で
大
学
な
ど
高
等
教
育

機
関
に
は
、
地
域
社
会
が
直

面
す
る
課
題
解
決
へ
の
貢

献
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

　
計
画
は
次
代
の
ニ
ー
ズ
に

先
駆
け
た
本
学
園
の
独
自
ブ

ラ
ン
ド
と
な
る
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
教
育
方
法
の
改
革
・
改

善
を
中
軸
と
し
、
独
自
性
の

確
立
に
よ
っ
て
他
と
の
差
別

成
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
対
す

る
成
果
と
進
化
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
厳
し
い
評
価
と

選
別
の
目
が
注
が
れ
て
い
る
。

　
国
士
舘
は
、
人
と
社
会
の

た
め
に
尽
く
せ
る
人
材
養
成

に
よ
っ
て
人
類
の
平
和
と
発

展
へ
寄
与
す
る
こ
と
を
社
会

的
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
に

掲
げ
、
競
争
力
と
社
会
的
評

価
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

の
実
践
教
育
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
本
学
園
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
平
成
30

年
度
か
ら
取
り
組
む
「
地
域

防
災
力
向
上
の
た
め
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
養
成
教
育
に
関
す

る
研
究
拠
点
の
構
築
」
の
完

　
学
校
法
人
国
士
舘
は
、
２

０
２
０
年
度
か
ら
２
０
２
４

年
度
ま
で
の
５
カ
年
に
わ
た

る
経
営
計
画
と
し
て
「
第
２

次
中
長
期
事
業
計
画
」
を
策

定
し
、
本
年
６
月
５
日
付
で

公
表
し
た
。

月
21
日
付
で
発
表
さ
れ
、
学

校
法
人
国
士
舘
の
大
澤
英
雄

理
事
長
が
私
学
振
興
功
労
と

し
て
旭
日
中
綬
章
、
体
育
学

部
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
芦

沢
猛
准
教
授
が
消
防
功
労
と

し
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し

た
。

　
旭
日
中
綬
章
は
功
績
の
内

容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
た
者
に
贈
ら
れ
る
。

�

＝
芦
沢
准
教
授
の

�

経
歴
は
２
面

　
大
澤
　
英
雄（
お
お
さ
わ
・

ひ
で
お
）
83
歳
。
昭
和
35
年

本
学
体
育
学
部
卒
業
。
同
年

同
学
部
講
師
、
同
56
年
同
学

部
教
授
、
平
成
元
年
学
校
法

人
国
士
舘
評
議
員
、
同
４
年

体
育
学
部
長
、
同
15
年
国
士

舘
大
学
学
長
、
同
20
年
学
校

法
人
国
士
舘
副
理
事
長
、
同

21
年
同
理
事
長
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
４
年
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
・
特

任
理
事
、
同
10
年
全
日
本
大

学
サ
ッ
カ
ー
連
盟
理
事
長
、

同
21
年
全
国
体
育
ス
ポ
ー
ツ

系
大
学
協
議
会
理
事
、
同
24

年
日
本
私
立
大
学
協
会
理

事
、
同
25
年
私
立
大
学
退
職

金
財
団
監
事
、
同
26
年
関
東

大
学
サ
ッ
カ
ー
連
盟
会
長
、

同
27
年
日
本
サ
ッ
カ
ー
指
導

者
協
会
理
事
長
を
歴
任
し
た
。

化
を
図
る
。

　
具
体
的
に
は
、
第
１
次
計

画
（
２
０
１
５
年
度
～
２
０

１
９
年
度
）
で
実
行
し
て
き

た
防
災
教
育
を
さ
ら
に
推
し

進
め
、
学
生
・
生
徒
に
新
た

な
付
加
価
値
を
付
け
る
た
め

　
令
和
元
年
春
の
叙
勲
お
よ

び
第
32
回
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
な
ど
が
内
閣
府
よ
り
５

次
代
を
見
据
え
　「
防
災
」
さ
ら
に
推
進

第
２
次
中
長
期
事
業
計
画
を
策
定

大
澤
理
事
長
に
旭
日
中
綬
章

�

春
の
叙
勲
　
私
学
振
興
で
功
績

　
本
学
は
令
和
元
年
度
父
母
懇
談
会
を
世
田

谷
・
町
田
・
多
摩
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
札
幌

市
（
地
方
会
場
）
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
合

わ
せ
て
１
３
７
０
人
の
父
母
が
参
加
し
た
。

こ
の
催
し
は
父
母
と
教
職
員
が
直
接
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
場
を
設
け
、
大
学
の

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
理
念
・
教
育
指

針
へ
の
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
修
学
状
況

や
進
路
・
就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
本
懇
談
会
は
昭
和
62
年
度
か
ら
続
け
て
い

る
も
の
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
父
母
と
大

学
で
構
成
さ
れ
る
国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会

か
ら
支
援
を
受
け
て
開
催
し
て
い
る
。

　
学
部
会
で
は
、

教
育
後
援
会
の
山

田
愼
吾
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、

昨
年
度
の
支
援
内

容
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に

就
職
に
関
す
る
情
報
掲
示
板
を
確
認
す
る
父
母
ら全学部の業種別内訳

（ホームページでも公開中）

大澤理事長

情報通信業8.4％

卸売・小売業18％

サービス業
20.2％

公務14.5％

建設業4.7％

運輸業・
郵便業
3.2％

教育・学習
支援業8.8％

製造業6.1％

その他1.4％

不動産業7.4％医療・福祉業2.1％

金融・保険業
5.2％
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平成３０年度決算の概要 （財務部）

　平成30年度決算は、令和元年 5月22日開催
の評議員会・理事会において承認されました。
　以下に掲げる決算の概要は、平成30年度に
実施した事業に基づき確定した計算書類のう
ち、事業活動収支計算書及び貸借対照表を用
いて、同年度における収入支出の状況及び平
成31年 3 月31日において保有する資産、負債
及び純資産を前年度決算額と比較して説明し
たものです。
　なお、「平成30年度計算書類」の内容は、「平
成30年度事業報告書」とともに本学ホームペ
ージで公開しています。

●事業活動収支計算書
　事業活動収支計算書は、年度内における教
育活動収支及び教育活動外収支を経常的なも
のとして、また特別収支を臨時的なものとし
て 3つの活動区分毎に集計される事業活動収
入と事業活動支出の内容を明らかにするもの
です。
１ ．教育活動収支
　教育研究機関としての本業となる教育活動
収支の差額では、対前年度10億7,300万円増
加し、21億400万円となりました。
　収入の内訳では、学生生徒等納付金は、授
業料等の合計で対前年度8,600万円増加し、
158億7,300万円となりました。経常費等補助
金は、国から大学へ 7億8,900万円、東京都
から高等学校及び中学校へ 4億6,200万円並
びに授業料軽減助成金ほか合計で13億5,400
万円の交付を受けました。
　その他の収入は、合計で19億5,700万円を
計上しました。内訳は、入学検定料を主とし
た手数料で 5億2,600万円、寄付金（現物寄
付を含む）4,400万円、付随事業収入では、
学生寮に係る補助活動収入、本学が行う附属
事業、学外機関からの受託事業及び本学が主
催する公開講座収入合計で 3億1,400万円、
また、雑収入では、教職員への退職金の支払
いに基づく退職金財団等からの交付金ほか合
計で、10億7,300万円となりました。
　これらにより教育活動収入合計では、対前
年度1,300万円増加し、191億8,600万円とな

りました。
　支出の内訳では、人件費では、教職員への
給与等として82億8,300万円、役員報酬、年金、
退職金及びアルバイト等への賃金との合計で
5億8,000万円を計上しました。また、将来
の退職金支払いに備えた退職給与引当金繰入
額では、 8億1,700万円を計上し、人件費合
計では、対前年度 6億7,400万円減少し、96
億8,200万円となりました。
　教育研究経費では、事業計画の縮減・繰り
延べ等の見直しを含めたことに建物・教育研
究用機器備品等の減価償却額を含め合計で、
対前年度 2億1,600万円減少し、60億2,700万
円となりました。
　管理経費では、学園広報及び学生・生徒の
募集事業等のほかに建物・管理用機器備品等
の減価償却額を含め合計で、対前年度 1億
7,400万円減少し、12億9,800万円となり、徴
収不能額等では、未収入金を踏まえた徴収不
能引当金繰入額で、7,200万円となりました。
　これらにより教育活動支出合計では、対前
年度10億5,900万円減少し、170億8,100万円
となりました。
２ ．教育活動外収支
　教育活動外収支の差額では、対前年度 1億
1,900万円減少し、5,000万円となりました。
　内訳は、受取利息・配当金の収入で 2億
1,600万円に、「繰上償還補償金」含む借入金
等利息 1億6,600万円の支出によるものです。
３ ．特別収支
　当年度における臨時的な要因によるものと
した特別収支の差額では、対前年度 1 億
1,100万円減少し、2,200万円となりました。
　内訳は、その他の特別収入で、学園の総合
整備としての施設設備に関連した事業を使途
指定とする寄付金で800万円、科学研究費等
を財源とした購入物品等の受入れによる現物
寄付ほかで1,900万円、また国及び東京都か
らの高等学校理科教育設備整備費補助金ほか
で400万円を計上し、特別収入合計では、
3,200万円となりました。
　支出では、資産処分差額において、物品の
不要決定及び図書の除籍等で600万円を計上

し、「過年度修正額」として消費税額の見直
しにより300万円増額し、特別支出合計では、
1,000万円となりました。
　以上の 3つの区分による収支差額を合計し
た基本金組入前当年度収支差額では、21億
7,700万円となり、 3つの事業活動収入の合
計額を分母とする事業活動収支差額比率（当
年度における経営の採算性を示す指標）は、
11.20％となりました。
　基本金組入額では、将来において保有する
資産の維持確保のために合計で16億5,000万
円を計上しました。これにより、当年度収支
差額では 5億2,600万円となり、前年度繰越
収支差額を加えた翌年度繰越収支差額は、マ
イナス218億8,500万円となりました。

●貸借対照表
　貸借対照表は、会計年度末の資産、負債、
純資産の状態を表示しています。
　資産の部では、固定資産で569億1,800万円
となりました。内訳は、有形固定資産で土地・
建物、教育研究用機器備品ほかの新規取得及
び減価償却との増減により400億1,600万円、
特定資産は、使途が指定された第 3号基本金、
退職給与引当及び新たに計上した減価償却引
当資産の合計で22億6,900万円となりました。
その他の固定資産では、有価証券ほかで146
億3,200万円となりました。
　また、流動資産は、計上した 3月31日から
起算して 1年以内に現金化される資産です。
対前年度合計では11億3,500万円増加し、157
億9,400万円を計上しました。
　以上の結果、資産の部では、前年度に比べ
て 8億1,600万円増額の727億1,200万円とな
りました。
　負債の部の固定負債では、建物建設資金等
に充てた借入金の計画的返済及び債務整理の
一環として実施した繰り上げ償還並びにリー
ス取引による長期未払金の計画的返済ほかの
結果、前年度に比べ10億700万円が減少し、
75億8,400万円となりました。
　また、流動負債では、年度末において次年
度に繰り越した取引業者への未払金及び長期

借入金の内から翌年度返済予定とする短期借
入金に授業料ほかの前受金等を合わせて50億
2,900万円となり、負債の部合計では、前年
度に比べ13億6,000万円が減少し、126億
1,300万円となりました。
　純資産の部では、基本金において、第 1号
基本金に、施設等にかかる借入金の返済額及
び機器備品等の購入により、本年度に16億
4,800万円を組み入れ、第 3号基本金では、
国士舘奨学基金として当年度における指定寄
付金を踏まえ、100万円を組み入れ、第 4号
基本金では、恒常的に保持すべき資金として
前年度同額を計上した結果、基本金合計では、

対前年度16億5,000万円増加して819億8,400
万円となりました。
　また、繰越収支差額は、事業活動収支計算
書における翌年度繰越収支差額と同額で、マ
イナス218億8,500万円となり、基本金及び繰
越収支差額を合計した純資産の部は、前年度
末より21億7,700万円増加して600億9,900万
円となりました。
この結果、負債及び純資産の部の合計は、前
年度より 8億1,600万円増加して資産の部と
同額の727億1,200万円となりました。
　なお、説明上の金額表示は、100万円未満
を切り捨てています。

詳細はホームページに掲載しています　http://www.kokushikan.ac.jp

現金・預金他
流動資産
その他
固定資産
機器備品・
図書
建物・構築物
土　　地
長期借入金
ほか負債

資産及び負債の推移（過年度５年間）
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単位：億円

事業活動収支の割合

4%6%

26%

17%
4%

53%
47%

学納金
補助金
受取利息ほか
人件費
教育研究経費
管理経費ほか

収支差額
21億円

収入総額194億円
支出総額173億円

収入

支出

43%43%

資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固　定　資　産 56,918,411,585 57,237,128,017 △318,716,432
有形固定資産 40,016,864,740 40,742,327,162 △725,462,422
土 地 9,639,689,905 9,639,689,905 0
建 物 及 び 構 築 物 23,944,648,722 25,414,701,847 △1,470,053,125
教育研究用機器備品 677,574,719 602,432,277 75,142,442
管 理 用 機 器 備 品 149,860,706 105,998,209 43,862,497
図 書 4,997,204,605 4,946,085,168 51,119,437
車 両 8,783,883 11,063,256 △2,279,373
建 設 仮 勘 定 599,102,200 22,356,500 576,745,700
特 定 資 産 2,269,042,000 2,067,542,000 201,500,000
第３号基本金引当特定資産 69,042,000 67,542,000 1,500,000
退職給与引当特定資産 2,000,000,000 2,000,000,000 0
減価償却引当特定資産 200,000,000 0 200,000,000

その他の固定資産 14,632,504,845 14,427,258,855 205,245,990
借地権・電話加入権 216,238,540 216,238,540 0
有 価 証 券 14,399,033,200 14,193,433,200 205,600,000
そ の 他 の 資 産 17,233,105 17,587,115 △354,010

流　動　資　産 15,794,347,320 14,659,080,491 1,135,266,829
現 金 預 金 13,720,896,414 11,799,382,231 1,921,514,183
未 収 入 金 864,285,169 1,153,210,013 △288,924,844
貯 蔵 品 70,887,909 76,952,814 △6,064,905
有 価 証 券 1,094,400,000 1,600,000,000 △505,600,000
前 払 金・ 仮 払 金 41,921,866 27,785,688 14,136,178
別 段 預 金 ほ か 1,955,962 1,749,745 206,217
資産の部合計 72,712,758,905 71,896,208,508 816,550,397

負債の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固　定　負　債 7,584,063,465 8,591,999,176 △1,007,935,711
長 期 借 入 金 2,750,512,000 3,851,244,000 △1,100,732,000
長 期 未 払 金 186,303,240 0 186,303,240
退 職 給 与 引 当 金 4,647,248,225 4,740,755,176 △93,506,951

流　動　負　債 5,029,555,097 5,382,343,842 △352,788,745
短 期 借 入 金 485,292,000 593,532,000 △108,240,000
未 払 金 711,866,915 774,791,578 △62,924,663
前 受 金 3,430,004,776 3,562,362,204 △132,357,428
預 り 金 402,391,406 451,658,060 △49,266,654
負債の部合計 12,613,618,562 13,974,343,018 △1,360,724,456

純資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

基　　本　　金 81,984,445,476 80,334,165,991 1,650,279,485
第 １ 号 基 本 金 80,624,403,476 78,975,623,991 1,648,779,485
第 ３ 号 基 本 金 69,042,000 67,542,000 1,500,000
第 ４ 号 基 本 金 1,291,000,000 1,291,000,000 0
繰越収支差額 △21,885,305,133 △22,412,300,501 526,995,368
翌年度繰越収支差額 △21,885,305,133 △22,412,300,501 526,995,368
純資産の部合計 60,099,140,343 57,921,865,490 2,177,274,853

負債及び純資産の部合計 72,712,758,905 71,896,208,508 816,550,397

平成30年度 貸借対照表
平成31年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

平成30年度 事業活動収支計算書（概略）
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで

（参考）
事　業　活　動　収　入　計 19,434,898,039 19,680,568,375 △245,670,336
事　業　活　動　支　出　計 17,257,623,186 18,346,162,541 △1,088,539,355

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　　　目 30年度決算 前年度決算 前年度差異
学 生 生 徒 等 納 付 金 15,873,168,790 15,786,298,450 86,870,340
手 数 料 526,410,222 556,806,430 △30,396,208
寄 付 金 44,056,326 54,526,456 △10,470,130
経 常 費 等 補 助 金 1,354,886,373 1,126,189,841 228,696,532
付 随 事 業 収 入 314,016,656 293,843,794 20,172,862
雑 収 入 1,073,489,748 1,354,611,759 △281,122,011
教 育 活 動 収 入 計 19,186,028,115 19,172,276,730 13,751,385

事業活動
支出の部

人 件 費 9,682,307,369 10,357,048,143 △674,740,774
教 育 研 究 経 費 6,027,574,033 6,244,026,823 △216,452,790
管 理 経 費 1,298,914,387 1,473,168,086 △174,253,699
徴 収 不 能 額 等 72,654,710 66,715,840 5,938,870
教 育 活 動 支 出 計 17,081,450,499 18,140,958,892 △1,059,508,393
教 育 活 動 収 支 差 額 2,104,577,616 1,031,317,838 1,073,259,778

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受 取 利 息・ 配 当 金 216,470,412 247,496,321 △31,025,909
その他の教育活動外収入 0 0 0
教 育 活 動 外 収 入 計 216,470,412 247,496,321 △31,025,909

事業活動
支出の部

借 入 金 等 利 息 166,057,002 77,945,691 88,111,311
その他の教育活動外支出 0 0 0
教 育 活 動 外 支 出 計 166,057,002 77,945,691 88,111,311
教 育 活 動 外 収 支 差 額 50,413,410 169,550,630 △119,137,220

経 常 収 支 差 額 2,154,991,026 1,200,868,468 954,122,558

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資 産 売 却 差 額 0 119,799,000 △119,799,000
そ の 他 の 特 別 収 入 32,399,512 140,996,324 △108,596,812

特　別　収　入　計 32,399,512 260,795,324 △228,395,812
事業活動
支出の部

資 産 処 分 差 額 6,653,227 125,745,826 △119,092,599
そ の 他 の 特 別 支 出 3,462,458 1,512,132 1,950,326

特　別　支　出　計 10,115,685 127,257,958 △117,142,273
特 別 収 支 差 額 22,283,827 133,537,366 △111,253,539

基本金組入前当年度収支差額 2,177,274,853 1,334,405,834 842,869,019
基 本 金 組 入 額 合 計 △1,650,279,485 △848,386,812 △801,892,673
当 年 度 収 支 差 額 526,995,368 486,019,022 40,976,346
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △22,412,300,501 △22,898,319,523 486,019,022
基 本 金 取 崩 額 0 0 0
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △21,885,305,133 △22,412,300,501 526,995,368

　
令
和
元
年
度
の
名
誉
教
授
記
授
与
式
が
６
月
12
日
、
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
の
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
５
階
第
一
会
議
室

で
執
り
行
わ
れ
、
今
年
度
は
９
人
の
元
教
授
に
佐
藤
圭
一
学
長
か

ら
名
誉
教
授
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
授
与
後
、
佐
藤
学
長
は
「
先
生
方
の
研
究
と
本
学
へ
の
功
績
に

心
か
ら
感
謝
す
る
。
厳
し
さ
を
増
す
私
学
を
取
り
巻
く
環
境
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
は
、
先
生
方
の
長
年
の
経
験
に
培
わ
れ
た
ご
指

導
ご
鞭
撻
が
必
要
不
可
欠
。こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、本
学
に

対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
受
賞
者
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
今
回
の

受
賞
を
契
機
に
、
ま
す
ま
す
研
究
に
励
ん
で
い
き
た
い
」「
今
日

の
私
は
、
国
士
舘
に
育
て
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の

恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　
本
学
名
誉
教
授
記
は
、
教
育
、
学
術
ま
た
は
文
化
の
発
展
に
特

に
功
績
の
あ
っ
た
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
。

◇
梅
澤
　
隆
（
う
め
ざ
わ
・
た
か
し
）
昭
和
55
年
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成
12

年
商
学
博
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）。
昭
和
56
年
東
京
工
業
大
学

工
学
部
助
手
、
同
61
年
大
阪
学
院
大
学
経
済
学
部
助
教
授
、
平

成
５
年
本
学
政
経
学
部
一
部
教
授
。
大
学
院
経
済
学
研
究
科
委

員
長
、
政
経
学
部
経
済
研
究
所
長
な
ど
を
歴
任
。
在
職
26
年
。

◇
西
野
　
泰
広
（
に
し
の
・
や
す
ひ
ろ
）
昭
和
53
年
日
本
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。同
年
日
本
大
学
文

理
学
部
助
手
、平
成
４
年
愛
知
産
業
大
学
造
形
学
部
教
授
な
ど
を

経
て
、
同
14
年
本
学
文
学
部
教
授
。人
文
科
学
研
究
科
委
員
長
、生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
歴
任
。
学
会
活
動
で
は
日
本
発
達
心

理
学
会
な
ど
で
理
事
・
評
議
員
を
務
め
た
。
在
職
17
年
。

◇
髙
橋
　
敏
（
た
か
は
し
・
さ
と
し
）
昭
和
53
年
専
修
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
同
年
帯
広
大
谷
短
期

大
学
講
師
、同
56
年
本
学
法
学
部
講
師
、同
60
年
同
学
部
助
教
授
、

平
成
２
年
同
学
部
教
授
。
同
学
部
教
務
主
任
、
法
学
部
長
、
法
学

研
究
科
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
学
部
運
営
お
よ
び
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
。
在
職
38
年
。

◇
福
田
　
勇
（
ふ
く
だ
・
い
さ
む
＝
平
成
30
年
10
月
30
日
逝
去
）

昭
和
51
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
、
同
59
年
理
学
博
士
（
早
稲
田
大
学
）。
同
51
年
本
学
教

養
部
講
師
、
同
55
年
同
部
助
教
授
、
同
59
年
工
学
部
助
教
授
、
同

63
年
同
学
部
教
授
、
平
成
19
年
理
工
学
部
教
授
。
理
工
学
部
長
、

学
校
法
人
国
士
舘
評
議
員
な
ど
を
歴
任
。
在
職
42
年
。

◇
岸
本
　
健
（
き
し
も
と
・
け
ん
）
昭
和
52
年
早
稲
田
大
学
大
学

院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
同
58
年
工
学
博
士
（
早
稲
田

大
学
）。
同
51
年
本
学
工
学
部
講
師
、
同
55
年
同
学
部
助
教
授
、

同
63
年
同
学
部
教
授
、
平
成
19
年
理
工
学
部
教
授
。
工
学
部
教
務

主
任
、
大
学
院
工
学
研
究
科
主
任
、
教
務
部
長
、
学
校
法
人
国
士

舘
評
議
員
、
副
学
長
な
ど
を
歴
任
。
在
職
43
年
。

◇
細
田
　
三
二
（
ほ
そ
だ
・
み
つ
じ
）
昭
和
47
年
本
学
政
経
学

部
卒
業
、同
53
年
本
学
体
育
学
部
卒
業
。
同
55
年
同
学
部
助
手
、

同
60
年
同
学
部
講
師
、
平
成
11
年
同
学
部
助
教
授
、
同
20
年
同

学
部
教
授
。
学
生
部
長
、
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任
。
サ
ッ
カ
ー
部
（
男
子
）
監
督
と
し
て
数
多
く
の
好
成
績

を
収
め
る
な
ど
本
学
の
名
声
を
高
め
た
。
在
職
39
年
。

◇
佐
々
　
博
雄
（
さ
っ
さ
・
ひ
ろ
お
）
昭
和
50
年
中
央
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
同
51
年
本
学
文
学
部
助
手
、
同

58
年
同
学
部
講
師
、
平
成
４
年
同
学
部
助
教
授
、
同
９
年
同
学
部

教
授
。
国
士
舘
史
資
料
室
長
な
ど
を
歴
任
。
周
年
記
念
誌
『
国
士

舘
九
十
年
』
で
は
編
纂
委
員
長
、『
国
士
舘
百
年
史
』
で
は
編
纂

副
委
員
長
と
専
門
委
員
長
を
務
め
た
。
在
職
43
年
。

◇
吉
田
　
久
士
（
よ
し
だ
・
ひ
さ
し
）
昭
和
47
年
本
学
体
育
学

部
卒
業
。
同
年
同
学
部
助
手
、
同
53
年
同
学
部
講
師
、
平
成
11

年
同
学
部
助
教
授
、
同
22
年
同
学
部
教
授
。
在
職
中
は
、
同
学

部
体
育
学
科
主
任
な
ど
を
歴
任
し
、
体
育
学
部
教
育
の
充
実
、

発
展
に
寄
与
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
部
長
、
監
督
と
し

て
チ
ー
ム
を
主
要
大
会
優
勝
に
幾
度
も
導
い
た
。
在
職
47
年
。

◇
町
田
　
耕
一
（
ま
ち
だ
・
こ
う
い
ち
）
昭
和
52
年
駒
澤
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
同
53
年
本
学
政
経

学
部
助
手
、
同
61
年
同
学
部
講
師
、
平
成
２
年
同
学
部
助
教
授
、

同
７
年
同
学
部
教
授
、
同
23
年
経
営
学
部
教
授
。
同
学
部
学
科
主

任
、
経
営
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
。
経
営
学
部
設
置
当
初
か
ら

学
部
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
在
職
40
年
。

名
誉
教
授
記 

９
氏
に
授
与

　
平
成
30
年
度
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

の
表
彰
式
が
４
月
15
日
、
東
京
・
千
代

田
区
の
如
水
会
館
で
執
り
行
わ
れ
、
体

育
学
部
の
熊
川
大
介
准
教
授
（
写
真
）

が
所
属
す
る
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
科
学
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
、
２
０
１
８
年

の
平
昌
五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

に
お
い
て
科
学
的
な
側
面
か
ら
日
本
代

表
を
支
え
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
同
賞
は
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

多
大
な
影
響
力
が

期
待
さ
れ
、
高
い

成
果
を
上
げ
た
個

人
や
団
体
に
与
え

ら
れ
る
。

　
本
学
は
６
月
19
日
、
救
急
搬
送
な
ど

で
使
用
さ
れ
る
電
動
式
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
１
台
を
卒
業
生
の
冨
田
博
文
氏
（
昭

和
56
年
政
経
学
部
一
部
卒
業
）
か
ら
受

贈
し
た
。
冨
田
氏
か
ら
は
昨
年
も
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
１
台
の
寄
贈
を
受
け
て
い

る
。

　
寄
贈
式
は
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
34
号

館
Ｂ
棟
３
階
会
議
室
で
執
り
行
わ
れ
、

本
学
か
ら
は
佐
藤
圭
一
学
長
、
入
澤
充

　【
訂
正
】
５
１
６
号
２
面

掲
載
の
「
新
採
用
教
職
員
」

で
八
木
橋
職
員
の
氏
名
は

「
八
木
橋
直
矢
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

熊
川
准
教
授
チ
ー
ム
受
賞

春
の
叙
勲
　
芦
沢
猛
氏
に
瑞
宝
単
光
章

「
ス
ポ
医
」創
設
の
立
役
者

天
羽
敬
祐
氏
逝
去

佐
藤
俊
夫
元
学
長
逝
去

教
育
充
実
へ
大
学
改
革
推
進

　
内
閣
府
よ
る
令
和
元
年
５

月
21
日
付
の
第
32
回
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
で
体
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
芦
沢

猛
准
教
授
（
写
真
）
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
た
。
瑞
宝

単
光
章
は
公
務
等
に
長
年
に

わ
た
り
従
事
し
、
成
績
を
挙

げ
た
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
。

　
芦
沢
　
猛
（
あ
し
ざ
わ
・

た
け
し
）
66
歳
。
昭
和
52
年

本
学
政
経
学
部
二
部
卒
業
。

同
46
年
東
京
消
防
庁
入
庁
・

消
防
学
校
入
校
、
同
年
同
荻

窪
消
防
署
消
防
副
士
長
、
同

56
年
同
多
摩
消
防
署
消
防
士

長
、
同
60
年
同
荻
窪
消
防
署

消
防
司
令
補
、
平
成
13
年
同

府
中
消
防
署
消
防
司
令
、
同

18
年
同
杉
並
消
防
署
消
防
司

令
、
同
22
年
同
西
東
京
消
防

署
消
防
司
令
長
。
消
防
署
勤

務
時
代
は
救
急
隊
長
、
大
隊

長
、
警
防
課
長
と
し
て
災
害

や
救
急
現
場
で
活
躍
。

　
同
24
年
本
学
体
育
学
部
実

習
助
手
、
同
26
年
同
学
部
講

師
、同
30
年
同
学
部
准
教
授
。

ストレッチャー寄贈
卒業生の冨田氏

得
、
同
43
年
医
学
博
士
（
東

京
医
科
歯
科
大
学
）。
同
年

東
京
都
立
大
学
豊
島
病
院
麻

酔
科
医
長
な
ど
を
経
て
横
浜

市
立
大
学
教
授
、
東
北
大
学

教
授
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

教
授
、
東
北
大
学
お
よ
び
東

京
医
科
歯
科
大
学
名
誉
教

授
。
本
学
に
は
平
成
10
年
体

育
学
部
教
授
と
し
て
奉
職

し
、
同
21
年
学
校
法
人
国
士

舘
理
事
（
同
30
年
退
任
）。

学
外
で
は
、
医
師
国
家
試
験

委
員
、
大
学
設
置
・
学
校
法

人
審
議
会
専
門
委
員
な
ど
を

　
学
校
法
人
国
士
舘
元
理
事

で
体
育
学
部
元
教
授
の
天
羽

敬
祐
（
あ
ま
は
・
け
い
す
け

＝
麻
酔
学
）
氏
が
、
６
月
19

日
に
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
87

歳
。
葬
儀
は
近
親
者
の
み
で

営
ま
れ
た
。

　
天
羽
氏
は
昭
和
33
年
東
京

医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒
業

後
、
同
34
年
医
師
免
許
取

　
本
学
元
学
長
で
名
誉
教
授

の
佐
藤
俊
夫
（
さ
と
う
・
と

し
お
＝
会
計
学
）
氏
が
５
月

18
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
享
年

85
歳
。
葬
儀
は
東
京
都
品
川

区
で
営
ま
れ
た
。
喪
主
は
長

女
・
祐
子
さ
ん
。

　
佐
藤
氏
は
昭
和
34
年
青
山

学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
了
。
同
年
日
本
女
子

経
済
短
期
大
学
助
手
な
ど
を

経
て
、
同
41
年
本
学
政
経
学

部
一
部
助
教
授
、
同
48
年
同

部
教
授
、
平
成
16
年
定
年
退

職
、
同
年
本
学
名
誉
教
授
。

本
学
在
職
時
は
昭
和
55
年
政

経
学
部
一
部
経
営
学
科
主

任
、
同
60
年
同
部
学
部
長
、

同
61
年
学
校
法
人
国
士
舘
評

議
員
、
同
63
年
同
理
事
な
ど

を
歴
任
。

　
平
成
３
年
国
士
舘
大
学
学

長
、
同
短
期
大
学
学
長
に
就

任
す
る
と
、
同
４
年
文
部
省

に
よ
る
大
学
設
置
基
準
の
大

綱
化
を
受
け
て
、
学
長
諮
問

の
「
高
等
教
育
改
革
審
議

会
」
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、

本
学
の
大
学
改
革
を
推
進
。

平
成
６
年
に
は
大
学
院
工
学

研
究
科
を
開
設
し
た
。

歴
任
し
、
医
療
人
材
育
成
に

力
を
注
い
だ
。
平
成
26
年
瑞

宝
中
綬
章
受
章
。

　
平
成
12
年
本
学
体
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
設
置

に
あ
た
っ
て
は
、
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
我
が
国
初

と
な
る
救
急
救
命
士
養
成
の

新
学
科
誕
生
の
中
心
的
役
割

を
担
い
、
国
家
試
験
合
格
者

全
国
一
位
を
維
持
す
る
な
ど

今
日
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

「消防」分野で功労 スピードスケート競技 科学的にサポート

副
学
長
、
防
災
・
救
急
救

助
総
合
研
究
所
の
山
﨑
登

教
授
ら
が
出
席
し
、
冨
田

氏
か
ら
佐
藤
学
長
に
目
録

が
贈
ら
れ
た
＝
写
真
、
右

が
冨
田
氏
。冨
田
氏
は「
国

士
舘
の
防
災
教
育
を
応
援

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
本
学
の
防
災
教
育
発

展
に
期
待
を
寄
せ
た
。

列席者全員で記念撮影。受賞者は前列左から梅澤氏、細田氏、
吉田氏、岸本氏、（佐藤学長）、髙橋氏、佐々氏、町田氏
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ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
を
行
っ

た
学
生
に
向

け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
教
育

を
、
各
キ
ャ

ン
パ
ス
で
順

次
開
催
し

た
。
出
席
者

は
世
田
谷
・

町
田
・
多
摩

合
わ
せ
て
６

９
６
人
。

　
こ
れ
は
ス

　
本
学
で
は
４
月
15
日
か
ら

26
日
に
か
け
て
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ボ

ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
基
礎
知
識
の
共
有
を
目

的
と
し
て
お
り
、
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
講
師
を
務
め

た
細
越
淳
二
教
授（
文
学
部
）

や
曽
根
悦
子
助
教
（
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
）が
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
選
考
過

程
に
移
る
学
生
に
向
け
た
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

や
、
面
談
の
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
＝
写
真
。

　
直
接
大
会
運
営
に
携
わ
る

「
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、

競
技
場
外
の
主
要
空
港
・
駅

な
ど
で
案
内
を
す
る
「
都
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
選
考
は

今
後
、
面
接
な
ど
が
順
次
実

施
さ
れ
、
今
秋
ま
で
に
最
終

的
な
合
格
者
が
決
定
す
る
。

　
本
学
防
災
・
救
急
救
助
総

合
研
究
所
は
こ
の
ほ
ど
、
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
「
２
０
１

８
年
度
草
の
根
技
術
協
力
事

業
」
の
草
の
根
協
力
支
援
型

に
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
救
急
医
療

に
関
す
る
人
材
育
成
体
制
強

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

申
請
し
、
採
択
さ
れ
た
。

　
本
学
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
救
急
医
療
支
援
は
、
２

０
１
６
年
ご
ろ
か
ら
主
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
病
院
前
救
急
医

療
従
事
者
の
知
識
・
技
術
レ

ベ
ル
向
上
の
た
め
、
救
急
医

療
に
携
わ
る
人
材
開
発
の
推

進
と
、
質
の
高
い
救
急
医
療

従
事
者
の
人
材
育
成
体
制
の

　
２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

「
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」

で
、
心
肺
停
止
と
な
っ
た
ラ

ン
ナ
ー
２
人
を
救
命
し
た
活

動
が
評
価
さ
れ
、
本
学
モ
バ

イ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
に
静
岡
市
消

防
局
か
ら
感
謝
状
が
４
月
23

日
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　
大
会
当
日
、
男
性
ラ
ン
ナ

ー
が
ゴ
ー
ル
直
後
に
倒
れ
心

肺
停
止
状
態
と
な
っ
た
と
こ

ろ
、
モ
バ
イ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
が

救
命
処
置
を
実
施
し
、
男
性

は
一
命
を
取
り
留
め
た
。
ま

た
、
約
37
キ
ロ
地
点
で
倒
れ

心
肺
停
止
状
態
の
男
性
ラ
ン

ナ
ー
を
発
見
し
た
医
師
と
と

も
に
救
命
処
置
を
施
し
た
。

救
命
処
置
を
受
け
た
２
人
は

社
会
復
帰
し
て
い
る
。

　
本
学
モ
バ
イ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
東
京
マ

ラ
ソ
ン
や
、
各
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
救
護
・
救
命
に

対
す
る
数
多
く
の
表
彰
を
受

け
て
い
る
。

構
築
を
進
め
て
き
た
。

　
本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

支
援
事
業
の
発
展
型
と
し
て

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
継
続
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
実
施
期
間
は
２

０
２
０
年
４
月
か
ら
23
年
３

月
の
３
年
間
。

　
多
摩
市
と
本
学
の
連
携
協

定
に
関
わ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
多

摩
市
と
本
学
は
「
楽
し
く
！

美
し
い
！
ラ
ジ
オ
体
操
教

室
」
を
５
月
21
日
と
22
日
に

多
摩
市
内
２
カ
所
の
施
設
で

開
催
し
た
。

　
指
導
し
た
の
は
、
本

学
体
育
学
部
講
師
で
新

体
操
部
男
子
の
山
田
小

太
郎
監
督
と
、
本
学
ジ

ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ

の
斉
藤
剛
大
コ
ー
チ
。

参
加
し
た
近
隣
市
民
ら

は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
動

き
に
込
め
ら
れ
た
意
図

を
学
び
な
が
ら
入
念
に

体
を
動
か
し
た
。

　
昨
年
か
ら
続
く
同
教

室
は
今
後
も
継
続
さ
れ
、
８

月
20
・
21
日
の
午
前
６
時
15

分
か
ら
７
時
は
、
早
朝
ラ
ジ

オ
体
操
と
し
て
多
摩
市
乞

田
・
貝
取
ふ
れ
あ
い
広
場
公

園
で
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

　
本
学
は
Ｆ
Ｄ
の
観
点
か
ら

教
育
の
質
保
証
を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
毎
年
２
回
授
業

公
開
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｆ

Ｄ
と
はFaculty Develop–

ment

の
略
で
教
員
の
資
質

開
発
を
指
す
。

　
春
期
は
６
月
11
日
か
ら
24

日
ま
で
の
期
間
に
全
７
学
部

で
10
人
の
教
員
が
授
業
を
公

開
し
、
各
授
業
に
は
主
に
同

学
部
の
教
職
員
が
参
観
に
訪

れ
た
。

　
授
業
後
に
は
、
授
業
の
長

所
を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
の

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー

ト
を
通
じ
て
共
有
し
、
教
員

同
士
が
相
互
に
授
業
改
善
を

図
る
の
に
役
立
て
る
。

　
本
学
は
第
３
回
ベ
ー
シ
ッ

ク
Ｓ
Ｆ
Ｒ
（
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ

ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
）
コ

ー
ス
を
５
月
11
日
に
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
教
室
・
実
習
棟
１

階
臨
床
実
習
室
で
開
催
し
、

体
育
学
部
の
学
生
を
中
心
に

20
人
が
受
講
し
た
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｒ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ

競
技
の
試
合
や
練
習
の
際
、

選
手
に
発
生
し
た
急
性
の
疾

病
、
外
傷
に
対
し
て
、
救
急

隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
「
初

期
対
応
・
応
急
手
当
て
を
す

る
人
」
で
、
本
学
独
自
の
認

定
資
格
。
こ
の
取
り
組
み
は

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
安
全
・
安

心
の
確
立
に
資
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
５
班
に
分
か
れ

て
止
血
法
、
ね
ん
ざ
・
骨
折

対
応
、
心
肺
蘇
生
法
、
熱
中

症
対
応
な
ど
活
動
時
に
想
定

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の

処
置
方
法
を
学
ん
だ
。

　
修
了
者
は
今
後
、
本
学
が

実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
救
護
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

員
の
交
換
、
共
同
研
究
の
実

施
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施

な
ど
に
取
り
組
む
。

　
両
大
学
は
、
世
界
で
も
数

　
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科

と
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
分
析
協
会

は
６
月
27
日
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。
同
協
定

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
分
析
士
」
の
養
成
推

進
と
資
格
・
職
域
の
発
展
拡

充
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
締
結
式
は
、
同
日
に
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
３
階

第
一
会
議
室
で
執
り
行
わ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

少
な
い
救
急
救
命
学
に
主
眼

を
お
い
た
大
学
院
博
士
課
程

を
設
置
し
て
お
り
、
類
似
し

た
教
育
環
境
を
有
し
て
い

る
。
今
後
は
、
体
系
的
な
教

育
方
法
な
ど
の
学
術
交
流
を

活
発
に
し
、
優
秀
な
研
究
者

の
輩
出
を
目
指
す
。

　
本
学
大
学
院
救
急
シ
ス
テ

ム
研
究
科
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
地
域

病
院
前
救
急
救
命
学
科
は
５

月
15
日
、
両
大
学
の
学
術
活

動
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
部
局
間
協
定
を
締

結
し
た
。
期
間
は
２
０
１
９

年
４
月
１
日
か
ら
24
年
３
月

31
日
の
５
年
間
。

　
両
大
学
は
、
教
員
・
研
究

ン
ス
分
析
協
会
か
ら
長
谷
川

裕
理
事
長
、
本
学
か
ら
本
田

康
裕
工
学
研
究
科
長
、
大
浦

邦
彦
同
主
任
、
地
神
裕
史
同

准
教
授
ら
が
出
席
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
分
析
士
と
は
、
現
場
で
の

運
動
能
力
要
素
の
正
確
な
測

定
を
通
じ
た
分
析
に
よ
っ

て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善

の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
課

題
を
引
き
出
す
、
研
究
者
と

指
導
者
の
間
を
補
う
新
た
な

領
域
。

　
防
災
避
難
訓
練
が
５
月
29

日
に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
施
さ
れ
、
学
生
・
教
職
員

ら
約
２
１
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　
訓
練
は
、
11
時
30
分
に
震

度
５
強
の
地
震
が
首
都
圏
を

襲
っ
た
と
い
う
想
定
で
開
始

さ
れ
、
授
業
中
の
学
生
は
、

揺
れ
が
収
ま
っ
た
と
い
う
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
後
、
教
職
員
の

誘
導
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難

し
た
。

　
避
難
後
は
、
学
生
消
防
団

の
本
学
学
生
５
人
に
よ
る
初

期
消
火
指
導
が
実
施
さ
れ
、

訓
練
用
の
消
火
器
や
屋
内
消

火
栓
を
使
用
し
て
模
擬
消
火

し
た
。
団
長
と
し
て
初
期
消

火
に
あ
た
っ
た
本
学
法
学
部

４
年
の
関
谷
啓
太
さ
ん
は
、

「
今
日
の
出
来
は
１
０
０
点

満
点
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を

守
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」と
意
気
込
み
を
述
べ
、

続
け
て
「
学
生
の
前
で
模
擬

消
火
で
き
た
こ
と
で
、
私
た

ち
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
え

た
と
思
う
。
現
在
は
23
人
の

組
織
だ
が
、
今
回
を
機
に
多

く
の
学
生
が
入
団
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

　
講
評
で
は
、
本
学
統
括
防

火
・
防
災
管
理
者
の
福
本
正

幸
法
人
事
務
局
長
が
「
迅
速

に
学
生
・
教
職
員
が
避
難
完

了
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

心
強
く
感
じ
る
。
本
学
の
学

生
は
防
災
教
育
を
し
っ
か
り

と
学
び
、
自
分
の
命
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
公
共
団
体
と

一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
守
る

人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
世
田
谷
消
防

署
の
小
林
弘
明
予
防
課
長
は

「
国
士
舘
学
生
の
防
災
に
対

す
る
意
識
は
非
常
に
高
い
。

し
か
し
、
今
回
の
訓
練
に
満

足
せ
ず
、
非
常
時
に
お
け
る

行
動
の
精
度
を
上
げ
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
た
。

　
本
学
の
防
災
避
難
訓
練

は
、
消
防
計
画
に
基
づ
い
て

お
り
、今
年
度
も
世
田
谷（
留

学
生
寮
、中
高
含
む
）・
町
田
・

多
摩
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実

施
す
る
。

　
５
月
９
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ

国
際
大
学
（
Ｆ
Ｉ
Ｕ
）
か
ら

建
築
学
科
の
学
生
41
人
と
教

員
７
人
が
本
学
を
訪
れ
、
本

学
建
築
学
系
の
学
生
約
60
人

と
共
同
の
建
築
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
た
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｕ
学
生
と
本
学
学
生

ら
は
、開
会
式
で
理
工
学
部
・

国
広
ジ
ョ
ー
ジ
健
彦
教
授
か

ら
課
題
テ
ー
マ
「
渋
谷
中
心

市
街
地
の
調
査
と
観
光
案
内

キ
オ
ス
ク
の
提
案
」
の
説
明

　
平
成
と
い
う
御
代
が
結
ば
れ
、
令
和

と
い
う
御
代
が
開
い
た
。
昭
和
か
ら
活

動
を
続
け
る
本
団
と
し
て
は
、
つ
つ
が

な
く
皇
位
が
新
帝
陛
下
に
継
承
さ
れ
た

こ
と
に
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。

顧
み
れ
ば
昭
和
60
年
、
本
学
教
職
員
有

志
が
相
集
い
、
広
く
学
生
を
公
募
し
て

そ
の
結
成
を
み
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う

で
も
あ
る
。

　
幕
末
希
代
の
英
傑
吉
田
松
陰
に
私
淑

し
た
柴
田
德
次
郎
は
国
士
舘
を
創
立

し
、若
き
ら
に
尊
皇
の
大
義
を
説
い
た
。

翻
っ
て
、
物
質
文
明
の
偏
重
に
よ
り
日

本
的
精
神
文
化
の
衰
退
を
み
る
と
き
、

原
点
回
帰
に
な
ら
い
、
皇
室
を
通
し
て

日
本
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
国
士
舘
建
学
の
精
神
を
高

揚
さ
せ
る
実
践
教
育
の
場
に
し
よ
う
と

の
試
み
が
こ
の
奉
仕
団
活
動
で
あ
っ
た
。

　
皇
居
内
で
の
作
業
は
宮
殿
地
区
な
ど

３
区
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
都
度
引

率
職
員
よ
り
地
区
ご
と
に
歴
史
的
建
造

物
等
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
け
る
醍
醐

味
が
あ
る
。
国
賓
で
も
入
れ
ぬ
よ
う
な

場
所
へ
も
案
内
さ
れ
、
作
業
を
命
じ
ら

れ
る
こ
と
も
た
び
た
び
で
、
今
年
２
月

は
皇
居
で
も
一
番
貴
い
宮
中
三
殿
前
に

て
祈
年
祭
に
関
わ
る
責
任
あ
る
仕
事
を

任
さ
れ
た
こ
と
は
、
伝
統
と
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
た
本
団
の
矜
持
（
き
ょ
う

じ
）
で
あ
り
誉
れ
で
あ
っ
た
。

　
本
団
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
に
、
和
歌

の
奉
呈
が
あ
る
。
結
成
以
来
、
毎
回
欠

か
さ
ず
全
員
が
自
分
の
素
直
な
奉
仕
の

思
い
を
和
歌
に
託
す
訳
だ
が
、
普
段
詠

み
慣
れ
ぬ
こ
と
で
皆
四
苦
八
苦
し
、
墨

で
の
清
書
を
全
員
が
終
え
る
頃
、
午
前

零
時
を
大
き
く
回
る
。
翌
最
終
日
に
和

歌
を
宮
内
庁
を
通
し
て
奉
呈
す
る
の
だ

が
、
ご
会
釈
の
折
、
直
接
陛
下
（
現
上

皇
陛
下
）
よ
り
初
め
て
「
い
つ
も
歌
を

有
難
う
、
皆
さ
ん
有
意
義
な
学
生
生
活

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
こ
と
ば

を
拝
し
た
時
は
五
内
が
震
え
た
。
ま
た

後
に
、「
お
歌
が
天
覧
に
浴
し
た
」と
の

架
電
を
宮
内
庁
侍
従
よ
り
頂
戴
す
る
の

も
た
び
た
び
で
、
そ
の
都
度
感
激
深
く

誠
に
恐
れ
多
い
こ
と
と
感
じ
入
る
。

　
本
団
活
動
は
今
年
で
30
有
余
年
を
閲

し
、参
加
人
数
は
８
０
０
人
を
超
え
た
。

こ
れ
ま
で
本
団
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

学
内
外
の
方
々
に
深
謝
し
つ
つ
、
こ
の

細
や
か
な
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、「
令

和
」
新
時
代
も
学
生
と
共
に
励
ん
で
ゆ

く
所
存
で
あ
る
。

　
日
の
皇
子
（
み
こ
）
の

　
凜
と
ま
し
ま
す
御
姿
は
　

　
新
し
き
御
代
の
榮
へ
覺
ゆ
る

 

（
大
学
院
課
職
員
）

を
受
け
る
と
、
混
合
チ
ー
ム

を
編
成
。
自
己
紹
介
を
し
た

後
、
さ
っ
そ
く
渋
谷
駅
周
辺

の
調
査
へ
と
向
か
っ
た
。

　
５
月
16
日
に
は
、
５
号
館

５
３
０
４
教
室
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各

チ
ー
ム
は
ス
ラ
イ
ド
や
模
型

な
ど
を
使
っ
て
発
表
し
た
。

学
生
ら
は
双
方
の
教
員
か
ら

講
評
を
受
け
、
活
発
に
議
論

を
深
め
た
。

く
と
女
性
に
限
ら
ず
、
人
と
し
て

ど
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
ど
の
よ

う
な
人
で
あ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ

て
い
る
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
本
書
を
読
み
終
え
て
す
ぐ
に
、

自
身
の
生
活
に
取
り
入
れ
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
感
謝
を
表
す
言
葉

遣
い
に
つ
い
て
で
す
。
感
謝
を
表

す
際
に
、「
恐
れ
入
り
ま
す
」や「
す

み
ま
せ
ん
」
で
は
な
く
、
相
手
に

と
っ
て
気
持
ち
の
い
い
言
葉
で
自

身
も
幸
せ
に
な
れ
る
魔
法
の
言
葉

「
あ
り
が
と
う
」
を
使
っ
た
方
が

エ
レ
ガ
ン
ト
で
品
格
も
高
ま
る
と

著
者
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　
私
も
と
っ
さ
に
出
る
感
謝
を
表

す
言
葉
が
「
す
み
ま
せ
ん
」
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

感
謝
を
示
す
姿
勢
と
と
も
に
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う

言
葉
を
使
う
こ
と
を
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
で
は
、「
品
格
」
を

あ
ま
り
意
識
し
ま
せ
ん
が
、
本
書

を
通
じ
品
格
を
見
つ
め
直
す
機
会

と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め
直
し

た
い
あ
な
た
、「
女
性
の
品
格
」

は
い
か
が
で
す
か
。

教
務
部
大
学
院
課

�

山
田
　
百
代

　
新
書
好
き
な
私
が
紹
介
す
る
本

は
、
坂
東
眞
理
子
さ
ん
作
の
「
女

性
の
品
格
」
で
す
。
平
成
18
年
に

出
版
さ
れ
、
発
売
当
初
、
話
題
の

一
作
と
な
り
ま
し
た
。

　
著
書
の
紹
介
前
に
、
皆
さ
ん
は

「
新
書
」
と
い
う
本
を
ご
存
知
で

す
か
。
新
書
は
、
文
庫
本
よ
り
も

少
し
大
き
く
、
主
に
専
門
家
な
ど

が
各
分
野
・
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
る
本
で
す
。
私
が
新

書
を
選
ぶ
際
は
、
新
書
コ
ー
ナ
ー

に
並
ぶ
本
を
眺
め
、
気
に
な
る
ジ

ャ
ン
ル
・
タ
イ
ト
ル
に
手
を
伸
ば

し
ま
す
が
、
こ
の
日
「
女
性
」
と

い
う
ワ
ー
ド
に
目
が
留
ま
っ
た
の

が
、
今
回
紹
介
す
る
一
冊
で
す
。

　
最
初
は
、
女
性
読
者
に
向
け
て

書
か
れ
て
い
る
本
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
読
み
進
め
て
い

vol.29

　
理
工
学
部
４
年

�

櫻
木
　
比
偉
朗
　

　
基
礎
理
学
系
の
乾
睦
子
研

究
室
で
は
、
岩
石
学
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
学
ん
で
い

ま
す
。
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
日
本
国
内
の
各

地
域
が
ど
の
よ
う
に
し
て
現

在
の
か
た
ち
に
な
っ
た
の
か

を
、
現
地
に
出
向
き
自
ら
の

手
で
調
査
で
き
る
こ
と
で

す
。

　
実
習
で
は
、
ゼ
ミ
生
一
人

一
人
が
研
究
し
た
い
テ
ー
マ

を
持
っ
て
調
査
の
現
地
に
赴

き
ま
す
。
私
の
テ
ー
マ
は
、

は
る
か
昔
に
高
温
地
域
だ
っ

た
こ
と
を
示
す
「
ガ
ー
ネ
ッ

ト
」
と
い
う
鉱
物
に
つ
い
て

で
す
。
近
年
、
粒
の
小
さ
い

ガ
ー
ネ
ッ
ト
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の

分
布
状
況
に
つ
い
て
先
輩
か

ら
研
究
を
引
き
継
い
で
調
査

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
す
る
テ
ー
マ
が
決
ま

れ
ば
、
現
地
へ
行
っ
て
採
取

し
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究
室

で
は
、
埼
玉
県
の
長
瀞
地
域

と
高
知
県
の
室
戸
地
域
を
調

べ
る
学
生
が
多
い
の
で
す

が
、
ど
ち
ら
も
保
護
地
区
な

の
で
、
採
取
許
可
を
得
た
地

点
で
の
み
採
取
す
る
よ
う
充

分
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
採
取
後
は
、
大
学
の
地
学

実
験
室
で
観
察
可
能
に
な
る

ま
で
削
る
と
い
う
根
気
の
い

る
作
業
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
岩
石
を
削
る
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
が
あ
し
ら
わ
れ
た

カ
ッ
タ
ー
で
小
石
程
度
ま
で

カ
ッ
ト
し
、
さ
ら
に
別
の
機

器
を
使
い
マ
イ
ク
ロ
単
位
で

薄
片
に
な
る
ま
で
研
削
し
ま

す
。
地
道
な
工
程
で
す
が
、

鉱
物
を
観
察
・
考
察
す
る
た

ミ
旅
行
で
は
長
野
県
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
を
貸
切
に
し
、
Ｓ
Ｐ

Ｉ
の
練
習
問
題
に
取
り
組

み
、
夜
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
す
る
こ
と
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
二
日
目
は
悪
天
候

に
見
舞
わ
れ
、
行
先
を
当
初

予
定
し
て
い
た
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
施
設
か
ら
善
光
寺
に
変
更

す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
熊
迫
先
生
や
ゼ
ミ

生
か
ら
は
「
非
常
に
有
意
義

な
合
宿
だ
っ
た
」
と
の
評
価

を
受
け
、
何
事
に
も
変
え
ら

れ
な
い
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。

　
政
経
学
部
４
年

�

池
田
　
崚
平
　

　
経
済
学
科
の
熊
迫
真
一
ゼ

ミ
で
は
、
労
働
市
場
の
働
き

を
経
済
学
の
視
点
か
ら
研
究

す
る
労
働
経
済
学
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。

　
人
手
不
足
で
あ
り
な
が

ら
、
労
働
賃
金
が
上
が
ら
な

い
原
因
な
ど
、
熊
迫
先
生
が

取
り
上
げ
る
労
働
の
諸
問
題

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
発
表

し
、
発
表
内
容
に
つ
い
て
討

論
し
て
い
ま
す
。
発
表
す
る

機
会
も
多
く
、
人
前
で
意
見

を
主
張
す
る
力
や
相
手
に
上

手
く
伝
え
る
方
法
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
ゼ
ミ
で
は
、広
報
班
、

懇
親
会
班
、
学
園
祭
班
、
旅

行
班
の
４
つ
に
分
か
れ
活
動

し
て
お
り
、
私
は
ゼ
ミ
長
を

務
め
る
と
と
も
に
旅
行
班
に

所
属
し
て
い
ま
す
。

　
旅
行
班
の
仕
事
は
、
七
月

に
実
施
す
る
ゼ
ミ
旅
行
の
準

備
で
す
。
私
自
身
、
こ
れ
ま

で
旅
行
の
計
画
を
立
て
た
こ

と
が
な
く
最
初
は
不
安
で
し

た
が
、
班
員
と
協
力
し
な
が

ら
目
的
地
や
当
日
の
流
れ
を

計
画
し
ま
し
た
。
昨
年
の
ゼ

め
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
夏
合
宿
で
は
、
国
内

各
地
に
出
か
け
、
そ
の
場
所

の
地
質
専
門
家
の
方
に
案
内

し
て
も
ら
い
な
が
ら
見
学
し

ま
す
。
昨
年
は
香
川
県
の
小

豆
島
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
・
調
査
を

通
し
て
私
は
、
論
理
的
な
思

考
や
科
学
的
な
も
の
の
考
え

方
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
こ
の
経
験
は

今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
幅

広
く
役
立
つ
の
で
、
卒
業
ま

で
皆
と
協
力
し
て
研
究
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
合
宿
を
は
じ
め
、
楓

門
祭
の
準
備
な
ど
熊
迫
ゼ
ミ

で
は
学
生
が
主
体
と
な
っ
て

活
動
す
る
機
会
が
多
く
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ゼ
ミ

の
お
か
げ
で
、
自
身
で
考
え

行
動
す
る
力
が
備
わ
っ
て
き

た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
大
学
生
活
を

振
り
返
っ
て
、
こ
の
ゼ
ミ
で

得
た
経
験
は
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

メ
ン
バ
ー
同
士
の
仲
も
良
い

た
め
、
卒
業
し
て
か
ら
も
交

流
を
深
め
、
互
い
に
支
え
合

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
体
育

　

指
導
・
執
務
必
携

ま
ち
を
再
生
す
る 

公
共
デ
ザ
イ
ン

　
イ
ン
フ
ラ・景
観・
地
域
戦
略
を
つ
な
ぐ
思
考
と
実
践

基
礎
か
ら
わ
か
る 

漢
詩
の
読
み
方・楽
し
み
方

　

読
解
の
ル
ー
ル
と
味
わ
う
コ
ツ
45

江
戸
三
百
藩
の
崩
壊

　

―
版
籍
奉
還
と
廃
藩
置
県

水
泳
指
導
教
本

編
著
　
入
澤
充
（
法
学
部
教

授
）
ほ
か

発
行
　
道
和
書
院

価
格
　
２
7
０
０
円（
税
抜
）

編
著
　
西
村
亮
彦
（
理
工
学

部
講
師
）
ほ
か

著
者
　
二
井
昭
佳
（
理
工
学

部
教
授
）
ほ
か

発
行
　
学
芸
出
版
社

価
格
　
３
０
０
０
円（
税
抜
）

著
者
　
鷲
野
正
明
（
文
学
部

教
授
）

発
行
　
メ
イ
ツ
出
版

価
格
　
１
６
６
０
円（
税
抜
）

著
者
　
勝
田
政
治
（
文
学
部

教
授
）

発
行
　
戎
光
祥
出
版

価
格
　
１
５
０
０
円（
税
抜
）

著
者
　
内
藤
祐
子
（
体
育
学

部
教
授
）、和
田
匡
史

（
理
工
学
部
教
授
）、

地
神
裕
史
（
理
工
学

部
准
教
授
）
ほ
か

発
行
　
大
修
館
書
店

価
格
　
２
４
０
０
円（
税
抜
）

　
本
学
図
書
館
・
情
報
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
選

書
ツ
ア
ー
」
が
６
月
22
日
、

紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
で

実
施
さ
れ
、
11
人
の
学
生
が

参
加
し
た
＝
写
真
。

　
学
生
ら
は
係
員
か
ら
選
書

方
法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
、
希
望
す
る
図
書
を
探

し
て
約
２
時
間
店
内
を
回
っ

た
。
一
人
当
た
り
の
予
算
の

上
限
は
３
万
円
で
、
参
加
学

生
は
「
就
職
活
動
に
向
け
て

希
望
の
広
告
業
界
に
関
す
る

本
を
探
す
」「
自
分
の
趣
味

や
学
部
で
勉
強
す
る
内
容
以

外
に
、
今
の
図
書
館
に
少
な

そ
う
な
本
も
選
び
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
た
。

　
24
回
目
と
な
っ
た
今
回

は
、
約
２
６
０
冊
の
図
書
が

選
書
さ
れ
、
所
蔵
と
の
重
複

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
購
入

す
る
。
選
書
図
書
は
７
月
下

旬
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書

館
に
並
ぶ
予
定
。

　
選
書
ツ
ア
ー
は
、
図
書
館

の
利
用
促
進
と
蔵
書
の
充
実

を
目
的
に
年
２
回
実
施
さ

れ
、
次
回
は
11
月
を
予
定
し

て
い
る
。

　
本
学
理
工
学
部
理
工
学
科
建
築
学
系
は
、
全
国
の
高

等
学
校
在
籍
生
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
１
年
か
ら
３
年

生
を
対
象
に
「
高
校
生
建
築
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
９
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
第
10
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は「
百
年
住
宅
」。

新
築
段
階
か
ら
１
０
０
年
使
う
こ
と
を
想
定
し
た
、
若

い
自
由
な
感
性
の
住
宅
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
。

　
応
募
作
品
は
建
築
学
系
全
教
員
が
審
査
し
、
入
選
作

品
を
５
点
程
度
選
出
。
９
月
20

日
前
後
に
建
築
学
系
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
発
表
し
、
10
月
６
日
に

授
賞
式
を
開
催
す
る
。

　
応
募
の
詳
細
は
こ
ち
ら 

➡

指
先
の
動
き
ま
で
細
か
く
丁
寧
に

指
導
し
た
山
田
講
師

感
謝
状
を
手
に
す
る
青
木
海

寧
さ
ん（
前
列
左
、ス
ポ
ー
ツ

医
科
学
科
２
年
）と
本
学
モ

バ
イ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
の
隊
員
ら

平
成
31
年
２
月
活
動
時
の
集
合
写
真

（
伏
見
や
ぐ
ら
前
で
）

三角巾を用いた止血法を
学ぶ受講者

建築デザインを両大学の講師陣
（左）に発表する学生ら

消火栓を使って模擬消火する学生消防団員ら

前
列
左
か
ら
３
人
目
が
執
筆
者
、

右
端
が
乾
教
授

ゼ
ミ
旅
行
で
訪
れ
た
善
光
寺
に
て

（
前
列
右
か
ら
４
人
目
が
筆
者
、

後
列
左
端
が
熊
迫
教
授
）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
実
施

多
摩
市
で
ラ
ジ
オ
体
操
教
室

教
員
が

相
互
研
修

全
学
部
で
授
業
公
開

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援 

継
続

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
採
択 

救
急
医
療
の
人
材
育
成

ラ
ン
ナ
ー
２
人
を
救
命

�

静
岡
市
消
防
局
が
感
謝
状

スポーツ救護の
処置方法を講習

防
災
避
難
訓
練「
意
識
高
い
」

学生消防団員が模範放水

２
１
０
０
人�

迅
速
に
行
動

フロリダ国際大生41人来校

共同で「建築」発表会

豪
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
と
協
定

�

大
学
院
救
急
シ
ス
テ
ム
研
究
科

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

分
析
士
養
成
へ
協
定
締
結

令和の時代を迎え～
皇居勤労奉仕団の活動を振り返って

国
士
舘
皇
居
勤
労
奉
仕
団
団
長　
　

宮
川�

英
之

熊迫真一ゼミ乾睦子研究室

選
書
ツ
ア
ー

11
人
が
参
加

建
築
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
・
高
専
生
が
対
象

一冊いかが

女性の品格　著者・坂東眞理子著
書
紹
介

大学院工
学研究科
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「エルブズ」が一役
　
５
月
11
日
に
町
田
警
察
署

と
町
田
交
通
安
全
協
会
に
よ

る
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

な
ど
を
促
進
す
る
「
無
事
カ

エ
ル
大
作
戦
！
交
通
安
全
い

き
い
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

小
田
急
カ
リ
ヨ
ン
広
場
で
開

催
さ
れ
、
本
学
チ
ア
ダ
ン
ス

部
エ
ル
ブ
ズ
が
参
加
協
力
し

た
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
一
環
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
エ
ル
ブ
ズ
の

部
員
５
人
が
イ
ベ
ン
ト
冒
頭

に
演
技
を
披
露
し
会
場
を
盛

り
上
げ
た
。
５
人
は
演
技
終

了
後
に
「
わ
た
し
た
ち
は
無

事
に
帰
る
人
、
無
事
に
帰
す

人
を
応
援
し
ま
す
」
と
宣
言

し
、
来
場
者
に
交
通
安
全
へ

の
備
え
を
呼
び
か
け
た
。
そ

の
後
、
高
齢
者
運
転
免
許
自

主
返
納
制
度
な
ど
の
説
明
チ

ラ
シ
を
配
布
し
た
。

交
通
安
全
活
動��

に
感
謝
状

　
本
学
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通
安
全

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
交

通
事
故
防
止
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
町
田
警
察
署
と
町
田

交
通
安
全
協
会
か
ら
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
た
。

　
授
与
式
は
７
月
１
日
に
町

田
交
通
安
全
協
会
で
執
り
行

わ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
チ
ア

ダ
ン
ス
部
の
寺
尾
み
な
み
さ

ん
（
体
４
年
）
と
サ
ッ
カ
ー

　
経
営
学
部
３
年
の
井
上
雄

孔
さ
ん
は
６
月
27
日
、
盗
撮

犯
を
捕
ま
え
た
と
し
て
世
田

谷
警
察
署
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　
井
上
さ
ん
に
よ
る
と
、
６

月
15
日
午
前
１
時
ご
ろ
、
三

軒
茶
屋
駅
周
辺
で
逃
げ
る
男

を
発
見
。
被
害
者
の
「
捕
ま

村
松
稠
敏（
し
げ
と
し
）会
長

か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ

た
。
授
与
後
に
寺
尾
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
は
見
守
ら
れ
る

側
だ
っ
た
が
、
見
守
る
側
と

し
て
自
分
た
ち
に
も
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
」

と
喜
び
を
述
べ
た
。

え
て
！
」と
い
う
声
を
聞
き
、

男
を
追
い
か
け
て
取
り
押
さ

え
、警
察
署
に
引
き
渡
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
井

上
さ
ん
は
「
当
時
は
状
況
が

わ
か
ら
ず
、『
人
を
助
け
る
』

と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
追
い

か
け
た
。
犯
人
が
捕
ま
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
両
部
は
同
署
主
催
の
「
無

事
カ
エ
ル
大
作
戦
」
や
５
月

12
日
に
町
田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
二

輪
車
の
実
技
教
室
に
参
加
協

力
し
て
い
た
。

マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

【
新
聞
】

●
裁
判
所
の
保
釈
判
断
に
つ

い
て
法
学
部
の
吉
開
多
一
教

授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
（
毎

日
新
聞
６
月
22
日
）

●
北
九
州
市
が
政
令
市
で
初

め
て
少
年
更
生
の
た
め
の
住

宅
支
援
を
予
算
化
し
た
こ
と

に
つ
い
て
法
学
部
の
辰
野
文

理
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載

（
毎
日
新
聞
６
月
８
日
）

●
外
国
籍
の
子
ど
も
の
不
就

学
問
題
に
つ
い
て
文
学
部
の

鈴
木
江
理
子
教
授
が
コ
メ
ン

ト（
南
日
本
新
聞
６
月
５
日
）

●
『
ス
ポ
ー
ツ
の
力
』
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
間
教

育
に
つ
い
て
体
育
学
部
の
田

原
淳
子
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が

掲
載（
読
売
新
聞
６
月
３
日
）

●
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の

世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が

確
実
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所

の
岡
田
保
良
教
授
が
コ
メ
ン

ト
（
産
経
新
聞
５
月
15
日
）

【
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
】

●「
ワ
イ
ド
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」

に
理
工
学
部
の
乾
昭
文
教
授

が
出
演
し
、
雷
被
害
に
つ
い

て
解
説
（
テ
レ
ビ
朝
日
５
月

７
日
）

【
卒
業
生
】

●
備
前
焼
作
家
と
し
て
活
躍

す
る
藤
森
信
太
郎
さ
ん
（
平

成
12
年
政
経
学
部
卒
）
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載

（
朝
日
新
聞
５
月
26
日
）

「
カ
エ
ル
大
作
戦
」に
協
力

　
10
月
12
・
13
日
に
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
鶴
川
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
テ

ー
マ
は
「Enjoy your life

」。

　
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
の
留
学
生
が
各

国
料
理
を
露
店
で
振
る
舞
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
大
抽
選
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
！
そ
し
て
今
年
も
体
育
学

部
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
に
よ
る

「
ち
び
っ
こ
運
動
会
」を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
10
月
12
・
13
日

　
　
　
　
９
時
～
17
時

◆
会
場
：
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

◆
問
い
合
わ
せ
：
鶴
川
祭
実
行
委
員
室

 

電
話
０
４
２
（
７
３
７
）
７
０
３
２

鶴川祭に行こう！
Enjoy！！ ライブ、ちびっこ運動会…

　
本
学
政
経
学
部
政
経
学
会

と
埼
玉
県
八
潮
市
が
主
催
す

る
社
会
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
八
潮
市
大
山
市
長
を
囲
む

座
談
会
─
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
地
域
住

民
と
の
社
会
連
携
の
あ
り
方

を
考
え
る
─
」が
６
月
４
日
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
イ

プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル

４
階
中
教
室
で
開
催
さ
れ
、

大
山
忍
八
潮
市
長
の
ほ
か
、

本
学
政
経
学
部
の
教
員
や
学

生
ら
約
70
人
が
参
加
し
た
。

　
座
談
会
は
学
生
か
ら
の
質

問
に
大
山
市
長
が
答
え
る
フ

リ
ー
ト
ー
ク
形
式
で
進
行

し
、学
生
ら
は
八
潮
市
で
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）の
取
り
組
み
や
魅

力
、ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
多
く
の

質
問
を
投
げ
か
け
た
。学
生

ら
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発

信
強
化
を
提
案
し
た
場
面
で

大
山
市
長
は「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

ネ
ッ
ト
社
会
に
対
応
し
つ
つ
、

八
潮
市
で
は
人
と
人
と
が
直

接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
場
も
引
き
続
き
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

　
学
生
ら
は
こ
の
ほ
か
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
な
ど
、
八
潮
市

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
ア
イ
デ
ア
を
次
々
に
提
案

し
、活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

　
大
山
市
長
は
「
若
い
皆
さ

ん
の
意
見
は
と
て
も
大
切
。

今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
に

し
た
い
」
と
座
談
会
参
加
の

感
想
を
語
っ
た
。

　
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
政
経

学
会
長
の
長
谷
川
三
雄
教
授

は
「
学
生
の
積
極
的
な
質
問

や
提
案
に
よ
っ
て
非
常
に
活

発
な
会
に
な
っ
た
。
今
後
も

本
学
と
八
潮
市
の
連
携
を
深

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
み
た
い
」
と
述
べ
、
閉

会
し
た
。

　
春
季
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
世
田
谷
・
町
田
・

多
摩
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実

施
さ
れ
、
本
学
の
学
生
・
教

職
員
ら
を
中
心
に
町
の
清
掃

活
動
や
交
通
安
全
指
導
に
取

り
組
ん
だ
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

５
月
15
日
、
地
域
住
民
ら
も

参
加
し
、
昼
休
み
の
時
間
を

　
本
学
教
職
課
程
運
営
セ
ン

タ
ー
と
楓
教
育
会
が
主
催
す

る
教
員
採
用
試
験
面
接
練

習
・
研
修
会
が
６
月
22
日
に

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
６
号
館

の
各
教
室
で
実
施
さ
れ
、
学

生
42
人
が
参
加
し
た
。 

　
参
加
者
は
８
班
に
分
か
れ

て
集
団
討
論
や
個
人
面
接
な

ど
、教
員
採
用
試
験
に
向
け

た
実
践
的
な
練
習
を
重
ね
、

講
師
か
ら
直
接
指
導
を
受
け

た
ほ
か
、他
の
学
生
の
面
接
練

習
を
見
学
、理
解
を
深
め
た
。

　
本
学
と
八
潮
市
は
平
成
29

年
に
相
互
の
発
展
と
人
材
育

成
を
図
る
目
的
で
協
定
を
締

結
し
、
本
企
画
も
そ
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
に
も
防
災
教
育
や
ス
ポ

ー
ツ
振
興
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
の
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
11
月
に
は

政
経
学
部
の
学
生
ら
が
八
潮

市
に
対
し
て
政
策
提
言
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

を
予
定
し
て
い
る
。

利
用
し
て
若
林
地
区
、
梅
丘

地
区
な
ど
の
大
学
周
辺
を
清

掃
し
た
。
佐
藤
圭
一
学
長
も

参
加
し
、
地
域
住
民
ら
と
と

も
に
汗
を
流
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
学
生
の
マ

ナ
ー
向
上
を
目
的
に
毎
年
春

季
と
秋
季
の
年
２
回
実
施
さ

れ
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
地
域
住
民
ら
と
協
力
し
町

の
美
化
に
努
め
て
い
る
。

　
教
職
課
程
運
営
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員
長
の
山
室

和
也
文
学
部
教
授
は
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
「
４
年
生
は
、

採
用
試
験
に
向
け
て
課
題
が

明
確
に
な
っ
た
と
思
う
。
本

番
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
準

備
を
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。
楓
教
育
会
の
坂
本
徳

雄
理
事
長
は
講
評
で
「
日
ご

ろ
か
ら
教
員
と
し
て
の
視
点

を
も
っ
て
大
学
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
次
回
の
教
員
採
用
試
験
面

接
練
習
・
研
修
会
は
８
月
３

日（
土
）、
10
日（
土
）に
実
施

の
予
定
。

八
潮
市
長
と
座
談
会

活
発
に
質
疑
・
提
案

政
経
学
部
の

学
生
ら
70
人

教
員
試
験

面
接
練
習
会
討
論
も
実
践
的
に

お
手
柄
！

盗
撮
犯
を
突
き
出
す

免
許
証
自
主
返
納
も
呼
び
か
け

「ＮＰＯと住民の連携」考える

マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施

部
の
大
槻
有
矢
さ
ん
（
体
２

年
）
が
代
表
し
て
出
席
し
、

町
田
警
察
署
の
布
施
賢
而
署

長
と
町
田
交
通
安
全
協
会
の

町
田
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

令和元年度科研費　40件に6825万円交付
　文部科学省から、平成31年度（令和元年度）科学研究費助成事業の
研究種目別に交付決定があり、 5 月 1 日現在、新規採択14件（うち転
入 1 件）、継続採択26件（うち転入 3 件・期間延長 1 件）の計40件の
学術研究に合わせて6825万円の科研費が交付される。
　採択された学術研究は、別表「平成31年度（令和元年度）科学研究
費助成事業採択課題一覧」のとおり。

令和元年度科学研究費助成事業採択課題一覧
研究種目 氏　名 所属 職名 研  究  課  題

新
規
採
択

基盤研究🄑 阿部　武司 政経学部 教授 工業化初期における技術移転の研究：明治期日本綿
紡績業の経験

新学術領域研究
（研究領域提案型） 土居　裕和 理工学部 准教授 情動が時間知覚に与える影響の発達過程とその個人

差に関する神経生物学的研究
基盤研究🄒 菱刈　晃夫 文学部 教授 メランヒトンのカテキズムに関する研究
基盤研究🄒 竹村　英二 ２１世紀

アジア学部 教授 近代前夜の学問状況の東西比較：日本と西欧におけ
る経験的学問の方法的特質の実証研究

基盤研究🄒 太田麻衣子 文学部 准教授 長江流域秦楚文化の研究：漢帝国成立の文化的背景
基盤研究🄒 小池　亜子 政経学部 准教授 地域ニーズを活かした外国人児童生徒等教育の教員

研修づくりとその効果の検証
基盤研究🄒 小野瀬倫也 文学部 教授 子どもの深い科学概念構築を志向した理科授業デザ

イン支援に関する研究
基盤研究🄒 田中　重陽 政経学部 准教授 スポーツ競技者の筋・腱の力学的活動動態が筋パワ

ー発揮能力に及ぼす影響を探る
基盤研究🄒 竹市　　勝 政経学部 教授 運動物体の捕捉に関する認知・予測特性と運動制御

特性の解析
基盤研究🄒 地神　裕史 理工学部 准教授 無意識に処理される視覚情報によって生じる生体反

応の生理学的解析とスポーツへの応用
基盤研究🄒 細越　淳二 文学部 教授 小学校体育授業担当者（学級担任、体育専科教員）

の在り方に関する総合的研究
基盤研究🄒 佐々木　浩 文学部 准教授 フィットネス教育を基盤とした小学校体つくり運動

の学習プログラムの開発
若 手 研 究 齊藤　良子 政経学部 講師 言語学習による日韓・日中のイメージ良化要因研究
若 手 研 究 布田　　徹 理工学部 講師 量子ウォークの作用素論的研究

継
続
採
択

基盤研究🄑 前川　和也 イラク研 研究員 古代イランとメソポタミア―歴史地理学的アプローチ
基盤研究🄑 沼本　宏俊 体育学部 教授 古代メソポタミア北部における歴史時代の物質文化

の研究ー日本隊の発掘資料を中心にー
基盤研究🄑 橋本　隆雄 理工学部 教授 文化的遺産である熊本城石垣の耐震性能を備えた修

復のための研究
基盤研究🄒 河田　英介 政経学部 講師 アーネスト・ヘミングウェイ短編作品における文体

美学とリアリズムの体系的研究
基盤研究🄒 藤森　　馨 文学部 教授 出雲国造北島家文書の総合的研究
基盤研究🄒 本山　雅弘 法学部 教授 デザイン保護に関する意匠法保護秩序の特色とその

合理性に関する基礎的研究
基盤研究🄒 水野由香里 経営学部 教授 既存技術を活用した新事業領域の探索と既存事業領

域の知を活用した新技術の探索
基盤研究🄒 大橋　隆弘 理工学部 教授 慣用せん断と摩擦攪拌成形（ＦＳＦ）の組み合わせ

による革新的異種材料接合技術
基盤研究🄒 酒井　平祐 理工学部 准教授 低電圧駆動有機トランジスタの駆動原理解明とセン

シングデバイスへの応用
基盤研究🄒 金子　真人 文学部 教授 発達障害に併存する視覚性認知機能障害の早期検出

と実用性の研究
基盤研究🄒 河野　　寛 文学部 准教授 筋力トレーニングに伴う動脈硬化機序の解明－動脈

粘性の役割に注目して－
基盤研究🄒 羽田　克彦 体育学部 准教授 分子栄養医学に基づいたアスリートに特有な代謝障

害の解明
基盤研究🄒 後藤　貴浩 文学部 教授 スポーツ人材の地域への定着過程と生活実践
基盤研究🄒 和田　匡史 理工学部 教授 加温によるヒートショックプロテイン発現が睡眠、

競技パフォーマンスを改善する可能性
基盤研究🄒 日下部辰三 体育学部 教授 頚動脈小体シナプス可塑性を応用した本態性高血圧

治療法および予防法の開発
若 手 研 究 久保田裕次 文学部 講師 近代日本の「経済大国化」に関する基礎的研究―大

正期を中心に―
若 手 研 究 鈴木　佑記 政経学部 講師 南海産品の管理・生産・販売をめぐる実証的研究―

タイとミャンマーの漁民を事例として
基盤研究🄒 林　　一雅 法学部 講師 オンラインとオフラインの学習履歴データを統合し

たダッシュボードの開発と評価
基盤研究🄒 中込　四郎 体育学部 教授 メンタルトレーニングにおけるナラティヴアプロー

チ（語りベース）の効果機序
基盤研究🄒 土居　裕和 理工学部 准教授 神経生物学的アプローチによる「自己顔認知能力」

発達過程の包括的解明
基盤研究🄒 平　　浩一 文学部 教授 １930年代新聞小説の多角的研究─山本有三・岸田國

士・獅子文六を中心に
基盤研究🄒 神野　　誠 理工学部 教授 患者体内・体外の両動作を最適化する腹腔鏡下手術

支援ロボットの設計手法に関する研究
基盤研究🄒 江川　陽介 文学部 教授 身体が要求する刺激を筋反射で評価することは可能

なのか
基盤研究🄒 森　　若葉 イラク研 研究員 イラン出土楔形文字新言語資料－新しい言語データ

の提出とその言語学的分析
若手研究🄑 西村　亮彦 理工学部 講師 まちなか広場の公共性を高める場のマネジメント手

法に関する研究
若手研究🄑 郡司菜津美 文学部 講師 アクティブ・ラーニング形式による性教育指導に関

する授業の学習効果
合計40件　新規採択１4件（うち転入 １ 件）、継続採択２6件（うち転入 3 件・期間延長 １ 件）

2019年度事業計画 学校法人国士舘

学校法人国士舘の規模等の概要 （令和元年₅月₁日現在）

は
じ
め
に

　
本
年
度
事
業
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
開
始

し
て
い
る
「
学
校
法
人
国
士
舘
中
長
期
事
業

計
画
」
の
最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
本
年
度
事
業
計
画
で
は
、
第
１
次

の
中
長
期
事
業
計
画
で
進
め
て
き
た
学
園
全

般
の
環
境
の
整
備
や
教
育
研
究
の
教
学
面
に

お
け
る
改
革
の
進
捗
状
況
を
精
査
し
、
翌
年

度
か
ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る
「
第
２
次
中

長
期
事
業
計
画
」
の
土
台
と
も
な
る
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
面
で
は
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化

し
、
３
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
Ｆ
Ｄ
活
動
、
入

試
制
度
、
情
報
公
開
、
中
途
退
学
者
抑
制
を

具
体
的
な
対
策
の
も
と
継
続
し
て
進
め
て
行

き
ま
す
。
ま
た
、
本
学
教
育
の
特
色
、
強
み

と
し
て
推
進
し
て
い
る
中
高
大
一
貫
の
防
災

教
育
、
本
大
学
全
学
部
横
断
の
防
災
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
向
上
を
図
り
ま
す
。そ
の
中
で
、

昨
年
度
か
ら
５
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る

教
育
事
業
「
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
教
育
に
関
す
る
研
究
拠
点

の
構
築
」
を
本
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
全
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

編
成
し
た
教
育
科
目「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
」

を
活
用
し
、
学
生
の
災
害
復
興
支
援
や
、
来

た
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
各
種
の
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営

支
援
、
地
域
の
社
会
活
動
支
援
な
ど
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
学
生
の
成
績
評
価
制
度
（
Ｇ
Ｐ

Ａ
）
の
設
定
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
や
防
災
士
の

資
格
認
定
等
、
学
生
の
学
修
成
果
の
可
視
化

を
進
め
、
こ
れ
ら
を
通
じ
た
全
学
横
断
的
な

教
育
機
能
の
強
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
学
院
で
は
、
昨
年
度
に
答
申
さ
れ
た
改

革
案
に
沿
っ
た
方
策
の
構
築
作
業
に
入
り
ま

す
。

　
経
営
面
で
は
、
教
育
の
質
の
更
な
る
向
上

を
前
提
に
、
志
願
者
・
入
学
者
の
確
保
と
、

こ
れ
に
伴
う
私
学
経
常
費
補
助
金
、
こ
と
に

本
学
教
育
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
改
革
に

取
り
組
む
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
来

年
度
か
ら
施
行
予
定
の
「
高
等
教
育
の
教
育

費
負
担
軽
減
制
度
」
対
象
大
学
の
採
択
に
向

け
準
備
を
行
い
ま
す
。

　
本
年
度
事
業
は
、
第
１
次
の
「
中
長
期
事

業
計
画
」
に
掲
げ
た
目
標
達
成
を
目
指
し
、

法
人
と
教
学
が
一
体
と
な
っ
た
「
国
士
舘
教

育
総
合
改
革
検
討
委
員
会
」
を
そ
の
推
進
役

と
し
て
、
教
職
員
が
一
致
団
結
、
一
致
協
力

し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
事
業
の
概
要

⑴
第
２
次
中
長
期
事
業
計
画
の
公
表

⑵
施
設
・
設
備
の
整
備

〔
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
中
央
図
書
館
多
目

的
ホ
ー
ル
の
舞
台
緞
帳
の
取
替

〔
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
ク
ラ
ブ
棟
の
ト
イ
レ

洗
浄
水
の
切
替
、
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
１
階
厨

房
の
床
・
排
水
箇
所
の
改
修

〔
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
ラ
グ
ビ
ー
・
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の
人
工
芝
張
替
、
体

育
館
棟
ア
リ
ー
ナ
１
及
び
ア
リ
ー
ナ
２
の
空

調
設
備
工
事

〔
国
士
舘
楓
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
グ
ラ
ウ
ン

ド
造
成
建
築
工
事
の
継
続
、
シ
ャ
ワ
ー
棟
お

よ
び
ト
イ
レ
棟
の
建
設
工
事

　
保
安
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
空
調
、
ス

ポ
ー
ツ･

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
設
備
更
新

⑶
防
災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
防
火
・
防
災
避
難
訓
練
の
実
施
、
自
衛
消

防
組
織
体
制
の
強
化
、防
災
手
引
書
の
改
正
、

防
災
資
機
材
点
検
の
実
施
、
防
災
備
蓄
品
の

整
備
、
照
明
器
具
の
人
感
セ
ン
サ
ー
化
、
既

存
誘
導
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
閉

鎖
日
数
の
延
長

⑷
管
理
・
運
営

　
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
務
組
織
の

改
編
、新
募
金
事
業
の
策
定
、監
査
の
実
施
、

『
国
士
舘
大
講
堂
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び

『
国
士
舘
百
年
史
』
通
史
編
の
刊
行
、
格
付

更
新
審
査
の
受
審

２
財
務
の
概
要

基
本
的
な
考
え
方

　
本
学
の
入
学
者
数
は
、
文
部
科
学
省
に
お

け
る
「
地
方
創
生
の
た
め
の
大
都
市
圏
へ
の

学
生
集
中
是
正
方
策
」
に
基
づ
く
「
定
員
管

理
の
適
正
化
に
関
す
る
提
言
等
」
へ
の
対
応

か
ら
、
こ
の
10
年
間
で
約
４
０
０
人
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、入
学
定
員
充
足
率
は
、

平
成
29
年
度
１
１
３
％
、同
30
年
度
１
０
８
・

２
％
と
私
大
等
経
常
費
補
助
金
上
の
交
付
要

件
を
満
た
し
推
移
す
る
な
か
で
、
今
後
の
入

学
見
込
者
数
は
、
同
省
の
入
学
定
員
超
過
抑

制
策
の
強
化
に
よ
り
、
更
な
る
減
員
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
近
時
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、収
入
で
、

国
の
入
学
定
員
の
厳
格
化
施
策
に
起
因
す
る

学
納
金
収
入
並
び
に
経
常
費
補
助
金
交
付
額

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、
加
え
て
市
場
金
利
の

低
迷
が
継
続
し
、
将
来
に
備
え
た
保
有
資
産

の
運
用
に
お
け
る
受
取
利
息
等
の
収
入
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
支
出
で
は
、

雇
用
す
る
専
任
教
職
員
の
年
齢
構
成
か
ら
人

件
費
支
出
の
圧
縮
が
依
然
と
し
て
困
難
な
状

況
に
あ
り
、
更
に
本
年
度
に
は
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
う
多
く
の
事
業
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
教
育
の
質
的
向
上
へ

の
取
り
組
み
を
堅
持
し
た
予
算
編
成
上
の
課

題
と
し
て
事
業
の
縮
小
見
直
し
、
抑
制
及
び

節
減
対
策
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
将
来
に
向
け
た

財
務
基
盤
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
以

下
の
諸
点
を
重
点
項
目
と
し
て
今
年
度
の
予

算
管
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑴
収
入
面
に
つ
い
て

　
学
生
生
徒
定
員
の
確
保
、
募
金
活
動
の
新

た
な
取
組
、
公
的
助
成
金
事
業
へ
の
取
組
、

資
金
運
用
収
入
の
確
保
、
科
学
研
究
費
助
成

金
お
よ
び
受
託
研
究
費
等
外
部
資
金
の
確
保

⑵
支
出
面
に
つ
い
て

　
教
育
研
究
環
境
充
実
に
向
け
た
重
点
的
執

行
、
施
設･

設
備
整
備
の
推
進
、
防
災･

省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
積
極
的
な
推
進

主
な
教
育
・
研
究
事
業

３ 

大
学
・
大
学
院

⑴
教
育
・
研
究

①
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
へ
の
取

組　
学
修
成
果
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト（
調

査
・
測
定
）
の
導
入
準
備
、
他
大
学
と
の
連

携
、
世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
、
地

方
自
治
体
と
の
連
携
事
業

②
防
災
教
育
の
推
進

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

④
Ｉ
Ｒ
の
取
組

　
分
析
ツ
ー
ル
に
よ
る
課
題
対
応
策
の
検

討
、
全
学
生
対
象
調
査
の
実
施

⑤
学
術
研
究
の
取
組

　
研
究
費
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
安
全
保

障
貿
易
管
理
規
程
の
制
定
、
学
外
派
遣
研
究

員
等
制
度
の
見
直
し

⑥
図
書
館
の
環
境
整
備

　
図
書
資
料
の
保
存
環
境
整
備
、
貴
重
資
料

の
展
示
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の

展
開

⑦
国
際
交
流
の
推
進

　
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
の
促
進
、
海
外
協
定

校
の
交
流
促
進
、
交
換
留
学
の
推
進
、
海
外

研
修
の
実
施 

⑧
国
士
舘
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
の
取
組

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
選
手
・
指
導
者
の
育
成
、
ス
ポ
ー

ツ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
普
及
、
ス
ポ
ー
ツ
倫
理
指
導
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
・
運
用

⑨
自
己
点
検･

評
価
と
内
部
質
保
証
の
推
進

　
学
外
有
識
者
等
に
よ
る
外
部
評
価
の
導

入
、
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
Ｆ
Ｄ

活
動
の
推
進

⑩
成
績
評
価
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
）
を
活
用
し
た

修
学
指
導

⑪
修
学
支
援
の
充
実

⑫
学
部
全
体
の
教
育
へ
の
取
組

　
入
学
前
教
育
、
初
年
次
教
育
お
よ
び
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
お
け
る
少
人
数
教
育
や
講
義
支

援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

⑬
各
学
部
お
よ
び
大
学
院
の
主
な
取
組

　
公
務
員
志
望
学
生
支
援
、
初
年
次
キ
ャ
リ

ア
教
育
（
政
経
学
部
）、
中
途
退
学
者
抑
制

対
策
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
（
体
育
学
部
）、
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
学
系
名
称
の
検
討
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
設
備
更
新（
理

工
学
部
）、
公
務
員
・
資
格
等
ガ
イ
ダ
ン
ス

強
化
、初
年
次
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
法
学
部
）、

入
学
前
教
育
、学
生
個
別
指
導
（
文
学
部
）、

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
研
究
所
の
開
設
お
よ
び
運

営
、
海
外
研
修
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実（
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
）、

経
営
研
究
所
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継

続
、
基
礎
学
力
お
よ
び
英
語
能
力
測
定
（
経

営
学
部
）、大
学
院
改
革
に
向
け
た
取
組
（
大

学
院
）

⑭
附
置
研
究
所
の
新
た
な
取
組

　
文
化
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
、
調
査
資

料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
収
蔵
物
展
示
（
イ
ラ

ク
古
代
文
化
研
究
所
）、
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ

ブ
共
和
国
委
託
事
業
の
遂
行 

、
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
け
る
病
院
前
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
構

築
支
援
、
日
本
赤
十
字
社
連
携
防
災
訓
練
、

地
域
と
連
携
し
た
防
災･

発
災
時
訓
練
、
防

災
セ
ミ
ナ
ー･

Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習･

発
災
時
支
援
活

動
等
の
講
習
お
よ
び
実
地
訓
練
等
の
開
催
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
（
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
） 

⑵
学
生
支
援

　
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
充
実
、
健
康
管
理
の
促

進
、
学
生
生
活
支
援
の
推
進 

⑶
地
域
・
社
会
貢
献 

　
地
区
行
事
支
援
、
災
害
活
動
訓
練
支
援
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
、
福
岡
県
太
宰
府
市
と
の
文
化
交
流
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
、
生
涯
学
習
の
拡
充
、
せ
た
が
や
ｅ
カ
レ

ッ
ジ
強
化

⑷
広
報
活
動

　
学
生
募
集
広
報
の
展
開
、
国
士
舘
ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
、
記
録
撮
影
の
拡
充
と

新
た
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
、
国
士
舘
ブ

ラ
ン
ド
醸
成
に
向
け
た
広
報
活
動

４ 

高
等
学
校
・
中
学
校

　
学
内
塾
（K-Improve

）
の
継
続
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
導
入
、
英
語
教
育
強
化
、

防
災
教
育
の
取
組
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
向
け
た
取
組
、
松
陰
寮
環

境
整
備
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
シ
ス
テ
ム

構
築 

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

■キャンパスの所在地と土地面積
　世田谷　56,771㎡、町田　89,833㎡、多摩　162,394㎡ 計308,998㎡
■設置する学校
　国士舘大学（世田谷・町田・多摩）＝大学院、政経学部、体育学部、理工学部、

法学部、文学部、21世紀アジア学部、経営学部
　国士舘高等学校（世田谷）＝全日制課程、昼間定時制課程
　国士舘中学校（世田谷）

■役員・教職員の概要
　役　員　等：理事・監事・評議員・舘長 計 37人
　専 任 教 員：大学302人、高等学校44人、中学校 9 人 計355人
　非常勤教員：大学676人、高等学校37人、中学校 4 人 計717人
　専 任 職 員：法人59人、大学151人、高等学校 6 人、中学校 1 人 計217人

■学生・生徒数
　国士舘大学大学院 260人
　国士舘大学 12,700人
　国士舘高等学校 1,156人
　国士舘中学校 114人
　計 14,230人

学生らからの質問を受ける大山市長

会
場
を
盛
り
上
げ
た
チ
ア
ダ
ン
ス
部

エ
ル
ブ
ズ
（
前
列
）

活
発
な
集
団
討
論
で
意
見
を

述
べ
合
う
参
加
者

感
謝
状
を
手
に
す
る
寺
尾
さ

ん（
正
面
右
）と
大
槻
さ
ん
。

両
端
は
布
施
署
長
（
左
）
と

村
松
会
長
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陸
上
の
日
本
学
生
個
人
選

手
権
が
６
月
７
～
９
日
に
神

奈
川
県
平
塚
市
の
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ

ａ
ｎ
Ｂ
Ｍ
Ｗ
ス
タ
ジ
ア
ム
平

塚
で
開
催
さ
れ
、
女
子
２
０

０
㍍
で
宮
園
彩
恵
選
手
（
体

３
年
）
が
国
士
舘
大
学
記
録

の
23
秒
89
で
優
勝
し
た
。

　
初
め
て
の
個
人
で
の
全
国

大
会
出
場
と
な
る
宮
園
選
手

は
、
予
選
・
準
決
勝
を
い
ず

れ
も
２
位
で
通
過
。
決
勝
で

は
ス
タ
ー
ト
が
出
遅
れ
た
も

の
の
、
後
半
で
ト
ッ
プ
ス
ピ

ー
ド
に
乗
る
と
前
を
走
る
選

手
を
一
気
に
抜
き
去
り
独
走

態
勢
に
。
結
果
は
唯
一
の
23

秒
台
で
、２
位
と
の
差
が
０
・

３
秒
と
い
う
圧
勝
だ
っ
た
。

　
自
分
で
も
優
勝
は
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
と
語
る
宮
園

選
手
は
「
周
り
に
左
右
さ
れ

ず
自
分
の
走
り
が
で
き
た
こ

と
が
勝
因
」
と
冷
静
に
振
り

返
り
、
ま
た
「
レ
ー
ス
終
了

後
は
、
い
ち
早
く
監
督
・
コ

ー
チ
、
家
族
に
報
告
し
た
か

っ
た
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
は
間
違
い
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
、
心
の
中
で
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
し
た
」
と
喜
び
を

見
せ
た
。

　
混
成
競
技
の
日
本
一
を
決

め
る
第
１
０
３
回
日
本
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
が
長
野
市

営
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
、
右
代
啓
祐
選
手
（
体
育

学
部
講
師
）
が
２
年
連
続
、

歴
代
単
独
最
多
と
な
る
８
度

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
こ
の

結
果
、
９
月
に
カ
タ
ー
ル
・

ド
ー
ハ
で
開
か
れ
る
世
界
選

手
権
代
表
内
定
も
同
時
に
決

め
た
。

　
初
日
は
１
０
０
㍍
な
ど
の

５
種
目
を
終
え
３
位
。
２
日

目
は
得
意
の
円
盤
投
、
棒
高

跳
、
や
り
投
で
首
位
に
立
つ

と
最
終
種
目
の
１
５
０
０
㍍

も
上
々
の
記
録
で
ま
と
め
上

げ
、
２
位
選
手
の
猛
追
を
振

り
切
っ
た
。
最
終
結
果
は
７

８
４
７
点
で
表
彰
台
の
頂
点

に
２
年
連
続
で
立
っ

た
。

　
右
代
選
手
は
「
優

勝
は
で
き
た
も
の

の
、
８
０
０
０
点
越

え
の
目
標
得
点
に
届

か
な
か
っ
た
こ
と
は

悔
し
い
。
こ
の
点
数

は
、
世
界
陸
上
（
選

手
権
）
で
目
指
し
た

い
」と
意
気
込
ん
だ
。

　
空
手
の
国
際
大
会

「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
上
海
２

０
１
９
」
が
６
月
７
日

か
ら
９
日
に
か
け
て
中

国
・
上
海
で
開
催
さ
れ
、

女
子
団
体
形
は
本
学
学

生
で
編
成
さ
れ
た
日
本

代
表
チ
ー
ム
が
見
事
優

勝
を
果
た
し
た
。

　
代
表
と
し
て
団
体
形

を
制
し
た
の
は
、
空
手

道
部
に
所
属
す
る
竹
下

綾
香
選
手（
体
２
年
）、

安
井
真
生
選
手
（
体
３

年
）、
井
川
あ
か
り
選

手（
体
２
年
）の
３
人
。

３
人
は
、
予
選
を
息
の

合
っ
た
演
武
を
披
露
し

て
高
得
点
で
通
過
す
る

と
、
決
勝
戦
で
は
地
元

の
中
国
チ
ー
ム
と
対
決
。

　
竹
下
選
手
ら
の
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
美
し
い
演

武
に
会
場
か
ら
は
何
度

も
自
然
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
判
定
は
、

日
本
に
軍
配
が
上
が
り

優
勝
を
つ
か
み
取
っ

た
。

　
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
は

年
間
を
通
し
て
各
国
で

開
か
れ
る
国
際
大
会

で
、
大
会
順
位
に
よ
っ

て
ポ
イ
ン
ト
が
授
与
さ

れ
、
年
間
王
者
を
決
め

る
。
本
学
か
ら
も
小
池

麻
琴
選
手（
空
手
道
部

コ
ー
チ
）な
ど
が
出
場

し
、
世
界
の
強
豪
ら
と

し
の
ぎ
を
削
る
。

　
東
都
大
学
準
硬
式
野
球
の

令
和
元
年
度
春
季
１
部
リ
ー

グ
戦
は
５
月
27
日
に
全
日
程

を
終
了
し
、
本
学
が
６
季
ぶ

り
（
３
年
ぶ
り
）
３
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

　
開
幕
か
ら
６
連
勝
し
波
に

乗
っ
た
本
学
は
、
５
月
13
日

に
シ
ー
ズ
ン
成
績
を
８
勝
２

敗
の
勝
ち
点
４
と
し
、
優
勝

を
確
定
さ
せ
た
。
最
終
的
に

は
本
学
を
含
む
３
校
が
勝
ち

点
で
並
ぶ
大
混
戦
と
な
っ
た

が
、
勝
率
で
上
回
る
本
学
が

制
し
た
。

　
今
季
の
チ
ー
ム
の
特
徴
は

投
手
力
の
高
さ
。
高
田
准
哉

選
手
（
体
４
年
）、
鈴
木
健

人
選
手
（
体
３
年
）、
小
田

川
来
夢
選
手
（
体
３
年
）
ら

の
継
投
で
先
制
点
を
守
り
抜

き
、
逃
げ
切
る
試
合
展
開
が

必
勝
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
た
。

打
線
も
守
備
か
ら
作
ら
れ
る

リ
ズ
ム
を
そ
の
ま
ま
打
力
と

し
て
発
揮
し
、
勝
て
る
試
合

を
確
実
に
も
の
に
す
る
試
合

運
び
が
優
勝
を
も
た
ら
し
た
。

　
一
昨
年
は
春
・
秋
と
も
に

５
位
、
昨
年
は
と
も
に
４
位

　
全
日
本
大
学
選
手
権
の
出

場
を
か
け
た
予
選
会
は
６
月

16
日
、
上
柚
木
公
園
野
球
場

（
東
京
都
八
王
子
市
）
で
行

わ
れ
、
本
学
は
東
都
リ
ー
グ

１
位
校
と
し
て
参
加
し
た
。

対
す
る
相
手
は
、
北
関
東
準

硬
式
野
球
リ
ー
グ
１
位
の
自

治
医
科
大
学
。

　
本
学
は
こ
の
試
合
で
12
対

０
の
大
差
を
つ
け
て
勝
利

し
、
全
日
本
本
戦
へ
の
切
符

を
手
に
し
た
。
こ
こ
で
も
強

力
投
手
陣
の
継
投
策
が
さ
え

渡
り
、
相
手
を
全
く
寄
せ
つ

け
な
か
っ
た
。

　
準
硬
式
野
球
日
本
一
を
決

め
る
全
日
本
大
学
選
手
権

は
、
８
月
21
日
か
ら
26
日
ま

で
、
名
古
屋
市
の
パ
ロ
マ
瑞

穂
球
場
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
。

と
低
迷
し
た
後
の
Ｖ
奪
還
劇

だ
け
に
、
本
学
関
係
者
の
喜

び
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
優
勝
に
よ
り
本

学
は
、
全
日
本
大
学
選
手
権

予
選
会
へ
の
出
場
権
も
得

た
。

に
群
馬
・
高
崎
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
、
国
士
舘
大
学
柔

道
ク
ラ
ブ
が
男
子
３
部
で
優

勝
し
た
。

　
本
大
会
の
注
目
は
、
７
年

ぶ
り
の
公
式
戦
出
場
と
な
る

ア
テ
ネ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
本
学
柔
道
部
監
督
の
鈴
木

桂
治
選
手
（
体
育
学
部
准
教

授
）。
鈴
木
選
手
は
、
本
学

Ｏ
Ｂ
ら
で
結
成
さ
れ
た
同
ク

ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
実
戦
復

帰
し
、
決
勝
戦
ま
で
の
全
６

に
も
選
出
さ
れ
た
。

　
試
合
後
に
は
「
今
の
僕
が

で
き
る
す
べ
て
を
出
し
切
っ

た
の
で
１
０
０
点
。
こ
こ
で

引
退
し
ま
す
」
と
晴
れ
や
か

な
表
情
で
語
っ
た
。

試
合
を
次
鋒
で

出
場
し
た
。
戦

績
は
一
回
戦
か

ら
準
々
決
勝
ま

で
の
４
試
合
を

一
本
勝
ち
、
残

り
は
２
引
き
分

け
を
収
め
て
チ

ー
ム
の
優
勝
に

貢
献
し
、
大
会

の
優
秀
選
手
賞

　
柔
道
の
全
日
本
実
業
団
体

対
抗
大
会
が
６
月
８
・
９
日

　
柔
道
と
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
連
想
す
る
の
は
「
競
技
柔

道
」
で
す
が
、演
武
で
技
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
を
競
う
「
形

（
か
た
）」
も
近
年
、
世
界
中
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
競
技
柔
道
で
古
く
か
ら
知
名
度
を
誇
る
本
学
に
も
、
形
の
分
野

で
世
界
を
目
指
す
姉
妹
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
の
全
日

本
柔
道
形
競
技
大
会
で
初
出
場
な
が
ら
３
位
入
賞
し
た
姉
妹
ペ

ア
、
浅
野
日
月
選
手
（
ひ
づ
き
、
21
ア
３
年
）
と
華
月
選
手
（
か

づ
き
、
政
１
年
）
に
取
材
し
ま
し
た
。

　
―
形
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　
姉
・
日
月
（
ひ
づ
き
）　
小

学
６
年
生
の
時
に
、
地
元
の
柔

道
場
で
先
輩
た
ち
の
投
げ
る
姿

を
見
て
憧
れ
た
の
が
柔
道
を
習

い
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。
最

初
は
競
技
柔
道
か
ら
で
し
た
。

　
妹
・
華
月
（
か
づ
き
）　
私

も
そ
の
半
年
後
、
小
学
４
年
生

か
ら
競
技
柔
道
を
始
め
ま
し

た
。
地
元
の
岐
阜
県
高
山
市
は

形
が
盛
ん
な
地

域
で
、
自
然
と

形
に
触
れ
る
機

会
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
道
場
の
先
輩
の
姉

妹
ペ
ア
が
世
界
形
選
手
権
大
会

で
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の
演
武

を
間
近
で
見
た
り
、
世
界
大
会

の
話
を
聞
く
う
ち
に
形
に
惹
か

れ
ま
し
た
。
姉
が
中
学
３
年
、

私
が
１
年
の
時
に
二
人
で
ペ
ア

を
組
ん
で
大
会
に
出
始
め
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
は
形
一
筋
で
す
。

　
―
国
士
舘
大
学
に
進
学
し
た

理
由
は
。

　
姉
・
日
月
　
私
は
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
海
外
留
学
が

で
き
る
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
に

興
味
が
あ
っ
た
た
め
。
も
う
一

つ
は
、
柔
道
の
名
門
だ
か
ら
で

す
。
大
学
で
形
の
指
導
が
受
け

ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
実
際
に
は
大
学
Ｏ

Ｂ
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら

い
、
形
の
指
導
を
受
け
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
形

の
強
化
選
手
に
は
本
学
の
卒
業

生
が
多
く
、
進
学
し
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
―
日
月
さ
ん
が
二
年
先
に
上

京
し
た
が
。

　
妹
・
華
月
　
月
に
一
度
は
二

人
で
練
習
す
る
た
め
、
高
校
時

代
の
私
は
高
速
バ
ス
に
乗
っ
て

地
元
か
ら
東
京
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
４
月
か
ら
同
居
を

始
め
た
の
で
、
い
つ
で
も
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
―
大
学
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

　
姉
・
日
月
　
21
世
紀
ア
ジ
ア

学
部
に
は
海
外
か
ら
の
留
学
生

が
た
く
さ
ん
い
て
、
友
達
も
多

い
で
す
。
今
年
２
月
に
は
タ
イ

に
短
期
留
学
し
ま
し
た
。
在
学

中
に
一
つ
で
も
多
く
の
国
に
行

き
た
い
で
す
。

　
妹
・
華
月
　
柔
道
と
は
ま
た

別
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
、
今

し
か
で
き
な
い
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
姉
と
同
居
し
て

家
事
分
担
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
私
は
警
察
官
に
な
る
の
が

目
標
な
の
で
政
経
学
部
を
選
び

ま
し
た
が
、
私
も
在
学
中
に
海

外
留
学
し
た
い
で
す
。

　
―
柔
道
形
の
魅
力
と
は
。

　
姉
・
日
月
　
私
た
ち
の
「
柔

の
形
」
は
、
体
の
し
な
や
か
さ

や
美
し
さ
な
ど
が
重
視
さ
れ
ま

す
。
一
方
で
、
個
別
の
技
を
磨

き
上
げ
て
極
め
て
い
く
タ
イ
プ

の
形
も
あ
る
の
で
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
柔
道
と
取
り
組
め

る
の
が
魅
力
で
す
。
大
会
に
出

る
と
ベ
テ
ラ
ン
の
方
の
年
齢
層

は
高
い
の
で
、
現
役
を
長
く
続

け
た
い
方
に
も
お
勧
め
で
す
。

　
―
今
後
の
目
標
・
夢
は
。

　
妹
・
華
月
　
10
月
の
全
日
本

に
向
け
た
予
選
が
７
月
に
あ
る

の
で
、
今
は
そ
こ
に
向
け
て
練

習
量
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
全

日
本
で
優
勝
す
れ
ば
、
そ
の
先

に
は
ア
ジ
ア
大
会
、
世
界
大
会

が
あ
り
ま
す
。
今
は
ま
だ
ま
だ

で
す
が
、
必
ず
世
界
で
通
用
す

る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　
姉
・
日
月
　
私
は
、
勝
負
に

は
こ
だ
わ
り
な
が
ら
も
、
や
は

り
楽
し
む
と
い
う
原
点
を
大
切

に
し
た
い
で
す
。

形
は
採
点
で
勝
負

が
決
ま
る
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
に
左
右

さ
れ
過
ぎ
ず
に
自

分
た
ち
な
り
の
形

を
極
め
た
い
で

す
。

（
令
和
元
年
５
月

28
日
取
材
）

アンダンテ：「歩くような速さで」という意
味の音楽の速度標語。本紙記者の取材こぼれ
話や本学に関連する情報など、緩やかなタッ
チでお伝えしています。

　
２
０
１
７
年
６
月
に
開
催

さ
れ
た
「
第
９
回
ア
ジ
ア
新

体
操
選
手
権
大
会
」
で
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
選
手
の
優
勝
取
り

消
し
が
確
定
し
た
こ
と
を
受

け
、
個
人
２
種
目
で
銀
メ
ダ

ル
の
皆
川
夏
穂
選
手（
写
真
、

21
ア
４
年
）
が
繰
り
上
げ
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と

が
発
表
さ
れ
た
。

　
皆
川
選
手
が
繰
り
上
げ
優

勝
し
た
の
は
、
個
人
種
目
別

フ
ー
プ
と
ボ
ー
ル
の
２
種

目
。
ア
ジ
ア
体
操
連
合
が
５

月
30
日
付
け
で
発
表
し
た
。

し
た
の
は
、
視
覚
障
害
者
の

ク
ラ
ス
の
中
で
も
比
較
的
症

状
が
軽
い「
Ｓ
13
」ク
ラ
ス
。

同
ク
ラ
ス
で
、
４
０
０
㍍
個

人
メ
ド
レ
ー
と
２
０
０
㍍
自

由
形
、
さ
ら
に
４
０
０
㍍
自

由
形
で
そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入

賞
し
、
同
一
大
会
で
３
つ
の

銅
メ
ダ
ル
を
つ
か
ん
だ
。
ま

た
、
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ

　
６
月
６
日
か
ら
９
日
に
か

け
て
、
世
界
パ
ラ
水
泳
連
盟

主
催
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

の
ベ
ル
リ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
、
齋
藤
元

希
選
手
（
写
真
、
理

工
３
年
）
が
３
種
目

で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。

　
齋
藤
選
手
が
出
場

ー
と
８
０
０
㍍
自
由
形
の
２

種
目
で
同
ク
ラ
ス
の
ア
ジ
ア

新
記
録
を
打
ち
立
て
た
。

　
齋
藤
選
手
は
日
本
身
体
障

が
い
者
水
泳
連
盟
の
強
化
選

手
で
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
を
目
指

し
て
い
る
。

活
躍
す
る

　
ス
ポ
ー
ツ

《
大
学
》

【
柔
道
】

●
２
０
１
９
年
度
全
日
本
学

生
優
勝
大
会（
６
／
22
・
23
）

男
子

３
位
　
国
士
舘
大
学

女
子
　
５
人
制

３
位
　
国
士
舘
大
学

●
２
０
１
９
年
東
ア
ジ
ア
選

手
権
大
会
（
６
／
１
）

男
子
　
60
㌔
級

優
勝
　
小
西
誠
志
郎
（
体
３

年
）

【
陸
上
】

●
第
23
回
ア
ジ
ア
選
手
権
大

会
（
４
／
21
～
24
）

男
子
　
十
種
競
技

優
勝
　
右
代
啓
祐
（
体
育
学

部
講
師
）

【
新
体
操
】

●
第
11
回
ア
ジ
ア
選
手
権
大

会
（
６
／
20
～
23
）

団
体
総
合

優
勝
　
横
田
葵
子
（
21
ア
４

年
）

団
体
種
目
別
ボ
ー
ル

２
位
　
横
田
葵
子

団
体
種
目
別
フ
ー
プ
ク
ラ
ブ

２
位
　
横
田
葵
子

●
Ｗ
杯
バ
ク
ー
大
会
２
０
１

９
（
４
／
26
～
28
）

団
体
総
合

優
勝
　
横
田
葵
子

団
体
種
目
別
ボ
ー
ル

２
位
　
横
田
葵
子

【
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

イ
ミ
ン
グ
】

●
オ
ー
ス
ト
リ
ア
オ
ー
プ
ン

（
５
／
23
～
26
）

ソ
ロ
テ
ク
ニ
カ
ル

２
位
　
須
藤
美
紅（
体
３
年
）

ソ
ロ
フ
リ
ー

２
位
　
須
藤
美
紅

●
ア
メ
リ
カ
オ
ー
プ
ン
２
０

１
９
（
５
／
24
～
26
）

フ
リ
ー
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

優
勝
　
小
俣
夏
乃
（
大
学
院

１
年
）

●
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０

１
９
（
４
／
27
～
29
）

チ
ー
ム
テ
ク
ニ
カ
ル
ル
ー
テ

ィ
ン

優
勝
　
小
俣
夏
乃

フ
リ
ー
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

優
勝
　
小
俣
夏
乃

ハ
イ
ラ
イ
ト
ル
ー
テ
ィ
ン

優
勝
　
小
俣
夏
乃

《
高
校
・
中
学
》

【
柔
道
】

●
２
０
１
９
年
東
ア
ジ
ア
選

手
権
大
会
（
６
／
１
）

男
子
　
１
０
０
㌔
超
級

準
優
勝
　
斉
藤
立（
高
３
年
）

　
本
学
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
や
ご
要
望
、
お
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
。
電

話
口
で
の
厳
し
い
ご
指
摘
も

あ
れ
ば
、
感
謝
の
お
手
紙
を

頂
戴
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

ん
な
中
、
本
学
学
生
に
よ
る

急
病
人
対
応
に
感
激
し
た
と

い
う
内
容
の
メ
ー
ル
を
広
報

課
あ
て
に
い
た
だ
い
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
６
月
１

日
の
朝
、
小
田
急
線
向
ヶ
丘

遊
園
駅
の
ホ
ー
ム
で
年
配
の

男
性
が
倒
れ
、
居
合
わ
せ
た

数
人
で
初
期
対
応
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
本
学
学
生
が
駆

け
つ
け
た
。
救
護
者
へ
の
声

が
け
と
と
も
に
救
急
車
の
要

請
、
現
場
の
状
況
を
メ
モ
し

救
急
隊
員
に
伝
達
す
る
な

ど
、
実
に
冷
静
に
処
置
し
た

と
い
う
。「
そ
の
毅
然
と
し

た
態
度
と
迅
速
な
対
応
、
救

護
者
に
心
を
寄
せ
た
笑
顔

に
、
私
た
ち
も
救
わ
れ
た
」

と
書
か
れ
、
最
後
に
「
教
員

志
望
と
伺
い
、
学
生
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
を
応
援
す
る
と

と
も
に
貴
学
の
指
導
に
感
謝

し
ま
す
」と
結
ば
れ
て
い
た
。

　
文
面
か
ら
、
学
生
が
チ
ア

ダ
ン
ス
部
エ
ル
ブ
ズ
に
所
属

す
る
文
学
部
教
育
学
科
３
年

の
佐
藤
な
ぎ
さ
さ
ん
と
わ
か

り
、当
日
の
様
子
を
聞
い
た
。

　
ク
ラ
ブ
活
動

に
向
か
う
た
め

電
車
内
に
い
た

佐
藤
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム
で
の

た
だ
な
ら
ぬ
様
子
に
、
迷
わ

ず
現
場
へ
向
か
っ
た
。
２
年

次
の
救
急
処
置
の
授
業
で
傷

病
者
対
応
の
基
礎
を
学
ん
で

い
た
こ
と
も
あ
り
、「
専
門

的
な
知
識
は
な
い
が
、
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
や
ろ
う
」

と
、
自
然
に
体
が
動
い
た
。

　「
当
た
り
前
の
こ
と
を
し

た
だ
け
。
一
人
で
も
多
く
の

人
が
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し

て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
う
」

と
謙
虚
に
振
り
返
っ
た
。

　
日
常
の
中
で
、
多
く
の
学

生
が
「
当
た
り
前
」
の
こ
と

と
し
て
心
温
ま
る
対
応
を
し

て
い
る
に
違
い
な
い
。
私
た

ち
に
そ
う
確
信
さ
せ
て
く
れ

た
一
通
の
メ
ー
ル
。
お
寄
せ

く
だ
さ
っ
た
方
に
こ
そ
、
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。

�

（
水
戸
部
真
由
美
）

　全文は大学ホームページ
（スポ魂）で公開しています。

果
た
す
な
ど
、
成
長
を
う
か

が
わ
せ
る
内
容
で
決
勝
へ
。

決
勝
の
相
手
は
、
大
会
５
連

覇
を
狙
う
強
敵
。
果
敢
に
挑

む
も
、
惜
敗
し
た
。

　
番
地
選
手
は
大
会
後
「
準

優
勝
で
も
負
け
て
悔
し
い
し

う
れ
し
く
な
い
。
今
後
も
攻

め
る
姿
勢
を
貫
い
て
８
月
の

全
日
本
学
生
、
10
月
の
全
日

本
で
必
ず
優
勝
し
た
い
」
と

語
り
、
次
を
見
据
え
た
。

　
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル�

70
㎏
級
で
は
原
口
伸
選
手

（
体
３
年
）が
３
位
だ
っ
た
。

コ
ロ
ー
マ
ン
１
３
０
㌔
級
で

番
地
啓
太
選
手
（
写
真
、
体

３
年
）が
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　
番
地
選
手
は
、
過
去
の
大

会
で
負
け
た
相
手
に
雪
辱
を

優
勝
、
学
生
王
者
に
輝
い
た
。

　
順
調
に
勝
ち
上
が
っ
た
友
清

選
手
の
決
勝
の
相
手
は
韓
国
選

手
に
な
っ
た
。
両
者
一
歩
も
譲

ら
ず
緊
迫
し
た
攻
防
が
展
開
さ

れ
、
試
合
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ

ア
（
延
長
戦
）
に
突
入
。
最
後

は
友
清
選
手
が
執
念
の
技
あ
り

を
奪
い
、
勝
利
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
男
子
日
本
代
表
は
、

決
勝
戦
で
ブ
ラ
ジ
ル
を
４
対
１

で
破
り
、
大
会
二
連
覇
を
成
し

遂
げ
た
。

　
Ｍ
Ｆ
の
明
本
選
手
は
決
勝
戦

で
の
出
場
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
準
決
勝
の
イ
タ
リ
ア
戦
で

は
フ
ル
出
場
し
、
チ
ー
ム
の
勝

利
に
貢
献
し
た
。

　
レ
ス
リ
ン
グ
の

明
治
杯
全
日
本
選

抜
選
手
権
が
６
月

13
日
か
ら
16
日
に

か
け
て
東
京
・
駒

沢
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
男
子
グ
レ

　
柔
道
男
子
81
㌔
級
で
は
友
清

光
選
手
（
写
真
、
体
３
年
）
が

　
明
本
考
浩
選
手
（
写
真
、
21

ア
４
年
）
が
招
集
メ
ン
バ
ー
の

　 7月 3日から14日にかけて、イタリア・
ナポリで第30回ユニバーシアード競技大
会が開催され、本学選手が活躍した。

23秒89の国士舘大学記録で全国優勝した宮園選手
� ＝松尾／アフロスポーツ提供

６季ぶりの優勝を決めた本学準硬式野球部

棒高跳で、４㍍70をクリアする
右代啓祐選手＝共同通信提供

昨年の全日本柔道形競技大会の銅メダル
を掲げる浅野姉妹。姉・日月さん（右）と
妹・華月さん

演
武
を
披
露
す
る
井
川
選
手
（
左
）、
安
井
選
手
、

竹
下
選
手
（
下
）

払
腰
や
大
外
刈

り
で
一
本
勝
ち

し
た
鈴
木
選
手

＝
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ａ

提
供

番
地
選
手 「
悔
し
い
！
」

  

準
優
勝

宮
園
選
手
優
勝
女
子

２
０
０
㍍

日
本
学
生
陸
上

個
人
選
手
権

世
界
パ
ラ
水
泳

ベ
ル
リ
ン
大
会

柔
道
全
日
本

実
業
団
体
対
抗

陸
上
日
本
選
手
権

レ
ス
リ
ン
グ
全
日
本
選
抜
選
手
権

 

右
代
選
手
連
覇

 

混
成
競
技
　

歴
代
最
多
Ｖ
８

空
手
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
上
海

ユニバーシアード　ナポリ大会

本
学
３
選
手
の「
日
本
」

女　子
団体形 中国破り優勝

６季ぶり優勝
準硬式野球 東都春季リーグ戦

強
力
投
手
陣
で
開
幕
６
連
勝

「
全
日
本
大
学
」出
場
へ

鈴木選手が貢献
アテネ五輪㊎の貫禄国

士
舘
大
学
ク
ラ
ブ
優
勝

第
９
回
ア
ジ
ア
新
体
操
の
２
種
目

�

皆
川
選
手�

繰
り
上
げ
㊎

友
清
選
手 

81
キロ
級
王
者

明
本
選
手 

２
連
覇
に
貢
献

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
は
ず
み

�

齋
藤
選
手
◯銅
３
個

感
謝
の
メ
ー
ル

姉妹で「世界」めざす 柔道 形
浅
野  
日
月
さ
ん（
21
ア
３
年
）  

華
月
さ
ん（
政
１
年
）

姉「
自
分
な
り
の
形
を
極
め
た
い
」

妹「
必
ず
世
界
で
通
用
す
る
選
手
に
」

柔道サッカー
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